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１.調査研究の目的 

 本調査研究は，平成 20 年に一般社団法人日本ログハウス協会より依頼された鋼製ダボを

用いた窓型開口要素壁試験体

＊

の一次元振動台試験に対して，掃き出し開口とした場合に

ついてのものである。 

 調査研究の目的は，窓型開口と掃き出し開口の違い，すだれ壁長さの違いに着目した上

で，耐震性の確認及び動的挙動を把握し，それらの基礎的資料を取得することである。 

 

＊ 平成 20年 4月において，鋼製ダボを用いた窓型開口の要素壁試験体についての一次元振動台試験を，  

  同協会の依頼（依頼番号：07R026 号，平成 20 年 10 月発行）のもと既に行っている。 

  なお，試験体は，ダボ量を変えた合計 3 種類である。 

 

 

 

２．調査の内容 

 3 種類 3 体のログ壁構面による掃き出し開口要素壁試験体について，一次元振動台によ

るステップ波加振及びランダム波加振による振動特性試験及び特定地震波を加振とする地

震波試験を行い，上記目的を調べるために試験体の応答加速度，層間変位，各部変位（ロ

グ材間の相対上下方向及び相対水平方向変位など）及びダボ軸力など諸データの計測を行

った。 
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３．試験体 

３．１ 試験体概要 

 表－3.1.1 に試験体一覧を示す。なお，試験体は，3 種類 3 体となっており，1 つに掃き

出し開口のみを有するもの（試験体記号：掃き出し），これに長さ 1000mm 及び 2000mm のす

だれ壁を有するもの（それぞれ試験体記号：L=1000，L=2000）である。 

 図－3.1.1～図－3.1.3 に，試験体の概要を示すが，詳細は添付資料に示した。写真－

3.1.1～写真－3.1.3 は，試験体の全景である。 

 

 

表－3.1.1  試験体一覧 

試験体 ダボ 

試験体 

記号 

長さ 

mm 

高さ 

mm 

ログ材 

断面 

mm 

すだれ壁 

長さ 

mm 

寸法など 本数 

掃き出し 3900 － 3 

L=1000 4900 1000 5 

L=2000 5900 

2700 

(全 15 段) 

・幅 ：110 

・高さ：180 

2000 

・径 ：φ13mm 

・長さ：300mm 

 

・材質：SS400 

5 

（注）1.試験体長さは，両端のノッチ出（長さが 300mm）を含んだ値である。 

   2.表中において，一段当たりに打ち込まれるダボの列数を「ダボ本数」と称している。 
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単位 mm 

 

 

図－3.1.1  試験体の概要(試験体記号：「掃き出し」) 
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単位 mm 

 

 

図－3.1.2  試験体の概要(試験体記号：「L=1000」) 
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単位 mm 

 

 

図－3.1.3  試験体の概要(試験体記号：「L=2000」) 
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写真－3.1.1 試験体全景 

      （試験体記号：掃き出し） 
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写真－3.1.2 試験体全景 

      （試験体記号：L=1000） 

 

写真－3.1.3 試験体全景 

      （試験体記号：L=2000） 
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 試験体の具体的な平面形状は，ログ壁に長さ 2300mm の直交壁を設けたＩ形となっており，

高さが 2700mm となっている。表－3.1.2 に，主な構成材を示す。以下に，各試験体の詳細

を示す。 

 試験体「掃き出し」の寸法は，長さ 3900mm であり，長さ方向中央部に掃き出し開口（長

さ 1000mm 高さ 2160mm）を有している。直交壁の芯々間距離は 3300mm であり，ノッチ出

の長さが両端部ともに 300mm となっている。またログ壁頂部には，床合板及び梁（120mm

 120mm）を設置（以下，2 階床とする）しており，これは錘載荷用として設けたものであ

る。 

 試験体「L=1000 及び L=2000」の寸法は，それぞれ長さ 4900mm 及び 5900mm(直交壁の芯々

間距離は，4300mm 及び 5300mm)であり，長さ方向中央部にすだれ壁，その両端に掃き出し

開口を有している。その他は，上記の試験体「掃き出し」と同じにある。 

 以下は，3 試験体で同じになっている。 

 ログ壁は，すぎ材（E50）による 1 本の校木（以下,ログ材と呼ぶ。）を水平に積み重ねて

構成（全 15 段積み）しており，ログ材とログ材間は，鋼製（ラグスクリュータイプのダボ

で，径：φ13mm，長さ：300mm，材質：SS400）タイプのダボを，各列 100 ㎜間隔の千鳥打

ちにより緊結している。写真－3.1.4 は，鋼製ダボ打ち込み状況である。なお，鋼製ダボ

量は，いずれの試験体もダボ降伏せん断力計算値を 2 階床上に搭載する重量で除した値（C0

と表記する）が C0＝0.2 の 1.5 倍に相当する本数が設けられている。その一段当たりの本

数は，試験体「掃き出し」が 3 本，試験体「L=1000 及び L=2000」がともに 5 本となる。参

考までに，窓型開口要素壁試験体の一次元振動台試験では，ダボ量が C0 に対して 1.0 倍，

1.5 倍及び 2.0 倍の 3 種類を行っている。 

 1 本のログ材の断面は，幅 110mm 高さ 180mm であり，上端部分には，2 本ざねを有して

おり，有効重なり幅が 90mm となっている。またログ材とログ材間のかみ合わせにおいて，

さね間のかみ合わせは，実大振動台試験における Ver2 試験体と同じとなる「ゆるいさね」

である。ここで，Ver2 試験体とは，本協会の依頼により平成 19 年 9 月に行った 2 階建て

木造丸太組構法住宅に 3 階建て相当の重量を搭載した試験体（依頼番号：07R004 号，平成

20 年 3 月発行）である。    
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表－3.1.2  主な構成材 

項目 内容及び仕様など 

ログ材 

（mm） 

110 180 樹種：すぎ，E50 

梁 

（mm） 

120 120 樹種：べいまつ，E100 

土台 

（mm） 

180 150 樹種：べいまつ，E120，F330 （構造用集成材） 

 

 

写真－3.1.4 鋼製ダボ施工状況 
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３．２ 試験体重量及び地震力 

 表－3.2.1 に試験体重量及び地震力を示す。試験体に載荷した重量は，実大振動台試験

Ver1 試験体において，メートル当たりのログ壁が負担する平均軸力を算出し，これに本試

験体の壁長さを乗じた軸力相当の重量をログ壁構面部分に，また地震力相当の重量を直交

壁に鋼板（221N/枚）を用いて積載した。なお直交壁に載荷した地震力は，ダボ降伏せん断

力計算値を 2 階床上に搭載する重量で除した値が C0＝0.2 の 1.5 倍に相当（ダボ 1.5 倍タ

イプ）するものである。 

 

 

表－3.2.1  試験体重量及び地震力 

試験体重量 

試験体 

記号 

項目 

Wi 

[N] 

ΣWi 

[N] 

Ai C0 

ΣQi 

[kN] 

試験体質点重量 8866 

ログ壁構面負担軸力 11907 
掃き出し 

直交壁地震力 44982 

65755 13.15 

試験体質点重量 11642 

ログ壁構面負担軸力 17199 
L=1000 

直交壁地震力 80704 

109545 21.91 

試験体質点重量 13023 

ログ壁構面負担軸力 22050 L=2000 

直交壁地震力 74088 

109161 

1.00 0.20 

21.83 

（注）地震力（ΣQi）は，参考として示した。 

   なお算定は，建築基準法施行令第 88 条及び告示第 1793 号による。 

   また，地震力（ΣQi）は，標準層せん断力係数（C
0

）=0.2 として算出した。 
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 なお，ダボ降伏せん断耐力計算値は，ログ材とログ材間の緊結に設けた鋼製ダボの降伏

せん断耐力から算出し，表－3.2.2 に，ダボ降伏せん断耐力及び地震力を示す。 

 

 

 

表－3.2.2  ダボせん断耐力及び地震力 

試験体 

記号 

ダボ降伏 

せん断耐力 

Qy 

[kN] 

ダボ本数 

[本] 

ΣQy 

[kN] 

ΣQi 

[kN] 

ΣQy/ΣQi 

掃き出し 3 19.662 13.15 1.50 

L=1000 21.91 1.50 

L=2000 

6.554 

5 32.770 

21.83 1.50 

（注）１．ダボ降伏せん断耐力(Qy)の算出は，丸太組構法技術基準及び設計・計算例（編集： 

     国土交通省国土技術政策総合研究所，独立行政法人建築研究所，日本建築行政会議， 

     財団法人日本建築センター，日本ログハウス協会）の第 3 章「丸太組構法建築物の 

     構造計算」3.3.4「耐力壁におけるだぼのせん断耐力，剛性」の（1）「ダボのせん 

     断耐力」の（3.2）式による。 

   ２．表中のΣQi は，表－3.2.1 による C
0

＝0.2 時の地震力を示す。 
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４．試験方法 

４．１ 試験内容 

 本試験では，一次元振動台（独立行政法人防災科学技術研究所）上に試験体を設置し，

ステップ波加振及びランダム波加振による振動特性試験及び特定地震波（主に，JMA 神戸

海洋波）による地震波試験を行った。この時，試験体の挙動や破損状況などを目視で観察

するとともに，各点の加速度，層間変位及び各部変位などを測定した。なお表－4.1.1 に，

振動台及び測定装置の仕様又は性能を示す。 

 また加振は，表－4.1.2 に示す手順に従って行った。 

 

 

表－4.1.1  振動台及び測定装置の仕様又は性能 

種  類 名  称 仕様又は性能 

加振装置 振動台 

 振動台寸法 ：14.5m 15m 

 搭載質量  ：定格 500t 

 最大変位  ：22cm 

 最大速度  ：75cm/sec 

 最大加速度 ：500Gal(500t 搭載時)，940Gal(200t 搭載時) 

 加振周波数 ：DC～50Hz 

加 速 度 計 

・容量± 2G（応答周波数 DC～50Hz） 

・容量± 5G（応答周波数 DC～100Hz） 

・容量±10G（応答周波数 DC～100Hz） 

測定装置 

電気式変位計 

・容量  25mm（感度：500 10

－６

/mm，非直線性：0.1％RO） 

・容量  50mm（感度：200 10

－６

/mm，非直線性：0.1％RO） 

・容量 200mm（感度： 50 10

－６

/mm，非直線性：0.3％RO） 

・容量 1000mm（感度： 10 10

－６

/mm，非直線性：0.3％RO） 
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表－4.1.2  加振プログラム 

加振内容 

入力レベル 

％ 

目標入力加速度 

Gal 

ステップ波加振 － － 

ランダム波加振 － ３０ 

日本建築センター波レベルⅠ ３３ ６９ 

ステップ波加振 － － 

ランダム波加振 － ３０ 

兵庫県南部地震 

（神戸海洋気象台波） 

５０ ４０９ 

ステップ波加振 － － 

ランダム波加振 － ３０ 

兵庫県南部地震 

（神戸海洋気象台波） 

１００ ８１７ 

ステップ波加振 － － 

ランダム波加振 － ３０ 

兵庫県南部地震 

（神戸海洋気象台波） 

１００ ８１７ 

ステップ波加振 － － 

ランダム波加振 － ３０ 

スイープ波(6Hz→1Hz) － ４００ 

ステップ波加振 － － 

ランダム波加振 － ３０ 

（注）１．試験日：10 月 26 日 

   ２．入力レベルの値は，原波形の最大入力加速度に対する割合を示す。 

 

(財)建材試験センター

-13-



 

４．２ 加振方法 

４．２．１ 振動特性試験 

 試験体の振動特性を把握するために，ステップ波加振及びランダム波加振を行った。加

振は，原則として地震波加振の前後に行った。以下に，その概要を示す。なお，データの

サンプリング周期は 100Hz とした。 

（１）ステップ波加振（自由振動試験） 

 加振は変位制御とし，振動数 0.01Hz，最大振幅±0.6mm の矩形波を 4 波～6 波加振し，

試験体の固有振動数及び減衰定数を測定した。 

（２）ランダム波加振 

 加振は加速度制御とし，0.1Hz～30Hz の周波数帯域を含み入力加速度が 30Gal～50Gal の

ホワイトノイズ波による加振を 40 秒間（計測：45 秒間）入力し，試験体の卓越振動数（卓

越周期）を測定した。 

 

４．２．２ 地震波試験 

 試験体の耐震性能，動的挙動及び損傷の確認を把握するために，特定地震波（主に，JMA

神戸海洋波）による地震波試験を行った。なお，データのサンプリング周期は，いずれも

100Hz とした。 
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（１）日本建築センター波レベルⅠ 

 日本建築センター波レベルⅠ（以下，BCJ 波レベルⅠという）について行った。加振は，

原波形の最大加速度（207Gal）に対して入力加速度を 33％とした波形を 60 秒間入力し，

70 秒間の振動データを測定した。図－4.2.1 に，原波形とそのフーリエ・スペクトル及び

応答スペクトルを示す。 
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図－4.2.1  原波形とそのフーリエ・スペクトル及び応答スペクトル 
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（２）1995 年兵庫県南部地震波 

 1995 年兵庫県南部地震波（1995 年 1 月 17 日，神戸海洋気象台で得られた地震波（以下，

JMA 神戸海洋波という））の NS 成分について行った。加振は，原波形の最大加速度（NS 成

分 818Gal）に対して入力加速度を 50％及び 100％とした波形を 40 秒間入力し，55 秒間の

振動データを測定した。図－4.2.2 に，原波形とそのフーリエ・スペクトル及び応答スペ

クトルを示す。 
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図－4.2.2  原波形とそのフーリエ・スペクトル及び応答スペクトル 
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（３）その他 

 その他の加振として，加速度制御によるスイープ波加振を行った。加振は，加振周波数

を 6.0Hz から 1.0Hz と変化させ，加速度振幅 400Gal 一定（以下，SWEEP 波 400Gal（6Hz→

1Hz）とする）とした入力を 150 秒間行い，150 秒間の振動データを測定した。 

 なお，これらの加振は，試験体「掃き出し」及び「L=2000」のみを対象とした。 

(財)建材試験センター
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４．３ 測定方法 

 表－4.3.1 に測定点一覧を，表－4.3.2 に振動台加速度測定位置一覧を示す。表－4.3.3-1

～表－4.3.3-7 は試験体「掃き出し」，表－4.3.4-1～表－4.3.4-8 は試験体「L=1000」，表

－4.3.5-1～表－4.3.5-8 は試験体「L=2000」の測定位置一覧である。 

 図－4.3.1～図－4.3.7（試験体：掃き出し）及び図－4.4.1～図－4.4.7（試験体：L=1000

及び L=2000）に測定位置を示す。なお測定位置は，原則，窓型開口要素壁試験体の一次元

振動台試験の時と同じになっている。写真－4.3.1～写真－4.3.6 は，主な測定状況である。 

 

表－4.3.1  測定点一覧 

測定項目 

2 階床上（ログ壁頂部） 

応答加速度 

錘上 

層間変位 ログ壁 

相対水平 

振動台と土台 

相対上下 

相対上下 

ログとログ間 

相対水平 

各部変位 

最上段ログと土台間 相対上下 

ひずみ（軸力） ダボ 

 （注）その他，振動台加速度 AG1～AG3（計 3 点）を，全試験体共通として測定した。

(財)建材試験センター
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（１）応答加速度 

 応答加速度の測定は，2 階床の中央部及び錘上について X，Y，Z の 3 方向について行っ

た。（参照：図－4.3.1 及び図－4.4.1）。なお加速度の符号は，図－4.3.1 及び図－4.4.1

中において X 方向は X0 側を（＋），Y 方向は Y0 側を（＋）とした。 

 また，振動台についても，X，Y，Z の 3 方向について測定した。 

 

（２）層間変位 

 土台天端に床を設け，その床上に固定した木製架台に変位計を水平方向に対して 45 度方

向となるように調整して固定した後，変位計先端の測定子にピアノ線を取り付け，ピアノ

線の他端をログ壁最上段ログ材に取り付けた。これよりログ壁 45 度方向の変位量を測定し

た。この 45 度方向の変位量を水平方向に換算（以下，層間変位という）し，測定間高さで

除した値を層間変形角とした。なお，本試験では，SDP－200 及び DP-1000（巻込型）によ

る 2 の変位計を並列して測定した。そのうち DP-1000 は，当初，SDP-200 がゲージアウト

した際に使用するものと予定したが，結果，多くの加振で SDP-200 がゲージアウトしてい

た。全加振での測定器の統一性を考慮し，本報告では，全ての加振において DP-1000 によ

る測定値を層間変位の値とした。 

 層間変位の測定は，X方向のみの1箇所とし，層間変位の符号は，図－4.3.2及び図－4.4.2

中において X1 側方向に試験体が変形した時を（＋）とした。（参照：図－4.3.2 及び図－

4.4.2） 

土台 

B＝2580mm 

H＝2580mm 
ログ壁最上段ログ材 

L＝3649mm 

 45 度 

変位計は，土台天端に床を設け，その床上に固定した。  

ピアノ線留め付けフックは，最上段ログ材に取り付けた。 

γ＝{（（変位計測定値＋Ｌ）

2

－Ｈ

2

）

0.5

－Ｂ}／Ｈ 

ここで， 

γ：層間変形角    （rad）    Ｂ：測定間幅で 2615（mm） 

Ｈ：測定間高さで 2580（mm）   Ｌ：(Ｂ

２

＋Ｈ

２

)

０．５

で 3649（mm） 
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（３）振動台と土台間の水平方向変位 

 振動台と土台間の水平ずれについて，壁長さ中央部の 1 箇所を測定した（参照：図－4.3.3

及び図－4.4.3）。なお，本測定は，参考として測定したものである。 

 

 

（４）ログ材間の相対上下方向変位 

 開口周りを主としたログ材とログ材間の相対上下方向変位を測定した（参照：図－4.3.4

及び図－4.4.4）。なお，測定器の設置位置は，変位計の軸心をダボ心とした。 

 なお，変位の符号は，ログ材間の開きを（＋）とした。 

 

（５）ログ壁（最上段ログ材と土台間）の上下方向変位 

 ログ壁の上下方向変位を測定した。具体的には，ログ壁の最上段なるログ材と土台間の

相対変位である（参照：図－4.3.5 及び図－4.4.5）。なお，測定器の設置位置は，前記（3）

で示したログ材間の上下方向変位と同じ位置とし，前記(3)はログ壁構面の裏面に，本測定

器は表面となっている。変位の符号は，ログ壁の浮き上がり時を（＋）とした。 

 

（６）ログ材間の相対水平方向変位 

 ログ材とログ材間及びログ材と土台間の合計 15 箇所について，相対水平方向変位を測定

した（参照：図－4.3.6 及び図－4.4.6）。なお，本測定は，最下段から最上段ログ材全て

を対象としている。変位の符号は，層間変位の符号と同じになっている。 
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（７）ダボの軸ひずみ（ダボ軸力） 

 各試験体のダボについて，軸ひずみを測定した（参照：図－4.3.7 及び図－4.4.7）。ダ

ボの軸ひずみは，ダボ内に埋め込み式のひずみゲージ（首下 35mm）を貼付して測定し

た。なお本試験では，予め得られた校正係数を測定ひずみに乗じ，軸力換算した値を測

定（軸力値として測定）した。 

・ダボの軸力（Nd） 

 Nd=εD 校正係数  [kN] 

 ここで，εD：計測ひずみ[ 10

-6

] 

 校正係数：0.0269 
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写真－4.3.1  主な測定状況 

 

 

 

 

 

写真－4.3.2  主な測定状況 
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 写真－4.3.3  主な測定状況        写真－4.3.4  主な測定状況 

 

 

 

 

      

 写真－4.3.5  主な測定状況       写真－4.3.6  主な測定状況 
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表－4.3.2  振動台加速度測定位置一覧（全試験体共通） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH001 0X 振動台の加速度 X － 

CH002 0Y 振動台の加速度 Y － 

CH003 0Z 振動台の加速度 Z － 
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表－4.3.3-1  測定位置一覧（試験体：掃き出し） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH004 2X-10 2 階床中央の加速度 X － 

CH005 2Y-10 2 階床中央の加速度 Y － 

CH006 2Z-10 2 階床中央の加速度 Z － 

CH007 RX-10 錘上の加速度 X － 

CH008 RY-10 錘上の加速度 Y － 

CH009 RZ-10 錘上の加速度 Z － 

 

 

表－4.3.3-2  測定位置一覧（試験体：掃き出し） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH010 DG1 層間変位 X SDP-200 

CH011 DG2 層間変位 X DP-1000 
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表－4.3.3-3  測定位置一覧（試験体：掃き出し） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH012 UD01 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH013 UD02 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH014 UD03 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH015 UD04 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH016 UD05 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH017 UD06 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH018 UD07 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH019 UD08 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

 

 

表－4.3.3-4  測定位置一覧（試験体：掃き出し） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH020 UDS01 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 

CH021 UDS02 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 

CH022 UDS03 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 

CH023 UDS04 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 
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表－4.3.3-5  測定位置一覧（試験体：掃き出し） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH024 US01 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH025 US02 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH026 US03 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH027 US04 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH028 US05 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH029 US06 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH030 US07 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH031 US08 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH032 US09 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH033 US10 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH034 US11 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH035 US12 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH036 US13 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH037 US14 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH038 US15 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

(財)建材試験センター
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表－4.3.3-6  測定位置一覧（試験体：掃き出し） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH039 D01 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH040 D02 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH041 D03 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH042 D04 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH043 D05 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH044 D06 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

 

 

表－4.3.3-7  測定位置一覧（試験体：掃き出し） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH045 SL1 振動台と土台間の水平ずれ変位 X CDP-25 

CH046 SD1 振動台と土台間の上下ずれ変位 X CDP-25 

CH047 SD2 振動台と土台間の上下ずれ変位 Z CDP-25 
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表－4.3.4-1  測定位置一覧（試験体：L=1000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH048 2X-10 2 階床中央の加速度 X － 

CH049 2Y-10 2 階床中央の加速度 Y － 

CH050 2Z-10 2 階床中央の加速度 Z － 

CH051 RX-10 錘上の加速度 X － 

CH052 RY-10 錘上の加速度 Y － 

CH053 RZ-10 錘上の加速度 Z － 

 

 

表－4.3.4-2  測定位置一覧（試験体：L=1000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH054 DG1 層間変位 X SDP-200 

CH055 DG2 層間変位 X DP-1000 
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表－4.3.4-3  測定位置一覧（試験体：L=1000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH056 UD01 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH057 UD02 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH058 UD03 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH059 UD04 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH060 UD05 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH061 UD06 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH062 UD07 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH063 UD08 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH064 UD09 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH065 UD10 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH066 UD11 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH067 UD12 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

 

 

表－4.3.4-4  測定位置一覧（試験体：L=1000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH068 UDS01 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 

CH069 UDS02 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 

CH070 UDS03 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 

CH071 UDS04 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 

CH072 UDS05 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 

CH073 UDS06 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 
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表－4.3.4-5  測定位置一覧（試験体：L=1000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH074 US01 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH075 US02 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH076 US03 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH077 US04 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH078 US05 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH079 US06 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH080 US07 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH081 US08 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH082 US09 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH083 US10 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH084 US11 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH085 US12 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH086 US13 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH087 US14 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH088 US15 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 
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表－4.3.4-6  測定位置一覧（試験体：L=1000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH089 US16 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH090 US17 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH091 US18 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH092 US19 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH093 US20 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH094 US21 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH095 US22 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH096 US23 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH097 US24 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH098 US25 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH099 US26 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH100 US27 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH101 US28 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH102 US29 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH103 US30 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

(財)建材試験センター
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表－4.3.4-7  測定位置一覧（試験体：L=1000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH104 D01 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH105 D02 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH106 D03 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH107 D04 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH108 D05 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH109 D06 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH110 D07 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH111 D08 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH112 D09 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH113 D10 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

 

 

表－4.3.4-8  測定位置一覧（試験体：L=1000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH114 SL1 振動台と土台間の水平ずれ変位 X CDP-25 

CH115 SD1 振動台と土台間の上下ずれ変位 X CDP-25 

CH116 SD2 振動台と土台間の上下ずれ変位 Z CDP-25 

 

(財)建材試験センター
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表－4.3.5-1  測定位置一覧（試験体：L=2000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH117 2X-10 2 階床中央の加速度 X － 

CH118 2Y-10 2 階床中央の加速度 Y － 

CH119 2Z-10 2 階床中央の加速度 Z － 

CH120 RX-10 錘上の加速度 X － 

CH121 RY-10 錘上の加速度 Y － 

CH122 RZ-10 錘上の加速度 Z － 

 

 

表－4.3.5-2  測定位置一覧（試験体：L=2000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH123 DG1 層間変位 X SDP-200 

CH124 DG2 層間変位 X DP-1000 

 

(財)建材試験センター
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表－4.3.5-3  測定位置一覧（試験体：L=2000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH125 UD01 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH126 UD02 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH127 UD03 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH128 UD04 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH129 UD05 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH130 UD06 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH131 UD07 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH132 UD08 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH133 UD09 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH134 UD10 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH135 UD11 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

CH136 UD12 ログ材間の上下方向変位 Z CDP-50 

 

 

表－4.3.5-4  測定位置一覧（試験体：L=2000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH137 UDS01 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 

CH138 UDS02 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 

CH139 UDS03 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 

CH140 UDS04 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 

CH141 UDS05 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 

CH142 UDS06 最上段ログと土台間の上下方向変位 Z SDP-200 

 

(財)建材試験センター
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表－4.3.5-5  測定位置一覧（試験体：L=2000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH143 US01 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH144 US02 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH145 US03 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH146 US04 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH147 US05 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH148 US06 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH149 US07 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH150 US08 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH151 US09 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH152 US10 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH153 US11 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH154 US12 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH155 US13 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH156 US14 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH157 US15 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

 

(財)建材試験センター
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表－4.3.5-6  測定位置一覧（試験体：L=2000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH158 US16 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH159 US17 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH160 US18 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH161 US19 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH162 US20 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH163 US21 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH164 US22 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH165 US23 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH166 US24 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH167 US25 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH168 US26 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH169 US27 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH170 US28 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH171 US29 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

CH172 US30 ログ材間の水平方向変位 X CDP-50 

(財)建材試験センター
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表－4.3.5-7  測定位置一覧（試験体：L=2000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH173 D01 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH174 D02 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH175 D03 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH176 D04 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH177 D05 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH178 D06 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH179 D07 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH180 D08 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH181 D09 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

CH182 D10 ダボ軸力（軸ひずみ） － 軸ブリッジ後，軸力換算 

 

 

表－4.3.5-8  測定位置一覧（試験体：L=2000） 

CH 記号 測定内容 方向 備考 

CH183 SL1 振動台と土台間の水平ずれ変位 X CDP-25 

CH184 SD1 振動台と土台間の上下ずれ変位 X CDP-25 

CH185 SD2 振動台と土台間の上下ずれ変位 Z CDP-25 

 

 

(財)建材試験センター
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図－4.3.5　　　計測位置（最上段ログと土台の相対上下方向変位）
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図－4.3.7　　　計測位置（ダボ軸力）
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図－4.4.5　　　計測位置（最上段ログと土台の相対上下方向変位）
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５．振動特性試験結果  

（１）ランダム波加振  

 試験体の 1 次固有振動数を，ランダム波加振より求めた。固有振動数は，同加振で計測

された２階床中央位置の応答加速度波形をフーリエ変換し，フーリエ・スペクトルから卓

越振動数を求めた。なお，応答加速度波形は，いずれも平均化（バンド幅 0.5Hz）した波

形をフーリエ変換し，固有振動数は，振動台に対するフーリエ・スペクトル比から求めた。  

 

・表－5.1.1 に，ランダム波加振から得られた固有振動数の一覧を示す。  

 また表－5.1.2 には，参考として，窓型開口による鋼製ダボ 1.0，1.5，2.0 の試験体

＊1

， 

 窓型開口による木製ダボ 1.5 の試験体

＊2

，3F 試験体

＊3

の結果も示した。 

 これら試験体は，原則，本試験と同じ加振プログラムとなっている。 

・図－5.1.1 及び図－5.1.2 に，ランダム波加振から得られた固有振動数の加振変遷による  

 推移を示す。これらの図には，窓型開口，3F 試験体などとの比較も兼ねてプロットした。  

 

＊1 依頼番号 07R026 号，平成 20 年 10 月発行（平成 20 年 4 月試験実施） 

＊2 依頼番号 09R026 号，平成 22 年 2 月発行（平成 21 年 10 月試験実施） 

＊3 依頼番号 09R025 号，平成 22 年 2 月発行（平成 21 年 12 月試験実施） 

 

(財)建材試験センター
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表－5.1.1  ランダム波加振から得られた固有振動数の一覧  

固有振動数 

[Hz] 
加振内容 

掃き出し L=1000 L=2000 

試験開始時 

3.89 

（0.257） 

3.58 

（0.279） 

4.42 

（0.226） 

 BCJ 波レベルⅠ 

 33％ 

加振後 

3.88 

（0.258） 

3.47 

（0.288） 

4.41 

（0.227） 

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分)50％ 

加振後  

3.72 

（0.269） 

3.19 

（0.313） 

4.30 

（0.233） 

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分)100％－1 回目 

加振後  

3.38 

（0.296） 

2.66 

（0.376） 

3.82 

（0.262） 

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分)100％－2 回目 

加振後  

3.02 

（0.331） 

3.02 

（0.331） 

3.27 

（0.306） 

SWEEP 波 400Gal 

（6Hz→1Hz） 

加振後 

2.70 

（0.370） 

― 

2.70 

（0.370） 

（注）1.表中，上段が固有振動数を示し，下段（ ）内は固有周期[sec]を示す。 

   2.試験体：L=1000 は，SWEEP 波 400Gal 加振を行っていない。 

 

(財)建材試験センター
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表－5.1.2  他の試験体によるランダム波加振から得られた固有振動数の一覧  

固有振動数 

[Hz] 

加振内容 

鋼製ダボ 

1.0 

鋼製ダボ 

1.5 

鋼製ダボ 

2.0 

木製ダボ 

1.5 

3F 

試験開始時 

4.91 

（0.204） 

5.60 

（0.179） 

5.91 

（0.169） 

5.91 

（0.169） 

3.53 

（0.283） 

 BCJ 波レベルⅠ 

 33％ 

加振後 

4.90 

（0.204） 

5.60 

（0.179） 

5.91 

（0.169） 

5.92 

（0.169） 

3.52 

（0.284） 

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分)50％ 

加振後  

4.75 

（0.211） 

5.53 

（0.181） 

5.55 

（0.180） 

5.87 

（0.170） 

3.47 

（0.288） 

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分)100％－1 回目 

加振後  

4.57 

（0.219） 

4.80 

（0.208） 

4.99 

（0.200） 

6.01 

（0.166） 

3.23 

（0.310） 

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分)100％－2 回目 

加振後  

4.42 

（0.226） 

4.88 

（0.205） 

4.98 

（0.201） 

― 

3.14 

（0.318） 

SWEEP 波 400Gal 

（6Hz→1Hz） 

加振後 

― 

4.91 

（0.204） 

4.97 

（0.201） 

― 

2.80 

（0.357） 

（注）1.表中，上段が固有振動数を示し，下段（ ）内は固有周期[sec]を示す。 

   2.試験体：鋼製ダボ 1.0 は，SWEEP 波 400Gal 加振を行っていない。 

   3.試験体：木製ダボ 1.5 は，JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％－1 回目加振まで行った。 

 

 

(財)建材試験センター
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０

２

４

６

８

１０

１２

　１加振目：　試験開始時

　２加振目：　BCJ波レベルⅠ　33％加振後

　３加振目：　JMA神戸海洋波50%加振後

　４加振目：　JMA神戸海洋波100％－1回目加振後

　５加振目：　JMA神戸海洋波100％－2回目加振後　

　６加振目：　SWEEP波加振後

●

○

○

○

●

試験体：掃き出し

試験体：窓型（鋼製ダボ1.0）

試験体：窓型（鋼製ダボ1.5）

試験体：窓型（鋼製ダボ2.0）

試験体：窓型（木製ダボ1.5）

固
有

振
動

数
（

H
z
）

　加振の変遷　

　掃き出しと窓型（鋼製ダボ）及び窓型（木製ダボ）の比較　

１ ２ ３ ４ ５ ６

加振波形：ランダム波加振

 

図－5.1.1  ランダム波加振から得られた固有振動数の加振変遷による推移 

(掃き出し開口と窓型開口の比較) 

(財)建材試験センター
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０

２

４

６

８

１０

１２

　１加振目：　試験開始時

　２加振目：　BCJ波レベルⅠ　33％加振後

　３加振目：　JMA神戸海洋波50%加振後

　４加振目：　JMA神戸海洋波100％－1回目加振後

　５加振目：　JMA神戸海洋波100％－2回目加振後　

　６加振目：　SWEEP波加振後

●

●

●

●

試験体：掃き出し

試験体：L=1000

試験体：L=2000

試験体：3F

固
有

振
動

数
（

H
z
）

　加振の変遷　

　すだれ壁長さ及び3F試験体の比較　

１ ２ ３ ４ ５ ６

加振波形：ランダム波加振

 

図－5.1.2  ランダム波加振から得られた固有振動数の加振変遷による推移 

(すだれ壁長さ及び 3F 試験体の比較) 

(財)建材試験センター
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（２）ステップ波加振  

 ステップ波加振で計測された 2 階床の応答加速度波形から目視により各振幅点を読み取

り，固有振動数（固有周期）及び減衰定数を算出した。 

固有周期（T）：1 波の時間 

 T=（T1＋T2＋T3＋T4＋T5）/5 

固有振動数（ｆ）： 

 f=1/T 

減衰定数（h） 

 h=（Lnd/2π）/√（1+(Lnd/2π)

2

） 

 d=（y1/y2＋y2/y3＋y3/y4＋y4/y5）/4 

 

・表－5.2.1 に，ステップ波加振から得られた固有振動数及び減衰定数の一覧を示す。  

 また，表－5.2.2 及び表－5.2.3 には，参考として，窓型開口による鋼製ダボ 1.0，1.5， 

 2.0 の試験体，窓型開口による木製ダボ 1.5 の試験体，3F 試験体の結果も示した。 

 これら試験体は，原則，本試験と同じ加振プログラムとなっている。 

・図－5.2.1 及び図－5.2.2 に，ステップ波加振から得られた固有振動数の加振変遷による  

 推移を示す。これらの図は，窓型開口，3F 試験体などとの比較も兼ねてプロットした。 

・図－5.2.3 及び図－5.2.4 に，ステップ波加振から得られた減衰定数の加振変遷による  

 推移を示す。これらの図は，窓型開口，3F 試験体などとの比較も兼ねてプロットした。 

修正後の加速度波形

時間(sec)

加
速

度
(
G

a
l
)

0 0.5 1

-50

-25

0

25

50

y1

Ｔ

y2

固有周期及び減衰定数の 

算出方法模式図     

(財)建材試験センター
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表－5.2.1  ステップ波加振から得られた固有振動数及び減衰定数の一覧 

掃き出し L=1000 L=2000 

 加振内容 
固有振動数 

f 

[Hz] 

減衰定数 

h 

 

固有振動数 

f 

[Hz] 

減衰定数 

h 

 

固有振動数 

f 

[Hz] 

減衰定数 

h 

 

試験開始時 3.84  0.082  3.49  0.074  4.28  0.086  

 BCJ 波レベルⅠ 

 33％ 

加振後 

3.83  0.084  3.44  0.079  4.21  0.086  

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分)50％ 

加振後  

3.59  0.088  3.24  0.081  4.16  0.088  

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分)100％ 

－1 回目加振後 

3.29  0.087  2.65  0.085  3.64  0.102  

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分)100％ 

－2 回目加振後 

3.12  0.089  2.33  0.085  3.20  0.085  

SWEEP 波 400Gal 

（6Hz→1Hz） 

加振後 

2.87  0.087  ― ― 3.14  0.088  

（注）試験体：L=1000 は，SWEEP 波 400Gal 加振を行っていない。 

(財)建材試験センター
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表－5.2.2  他の試験体による 

ステップ波加振から得られた固有振動数及び減衰定数の一覧 

鋼製ダボ 1.0 鋼製ダボ 1.5 鋼製ダボ 2.0 

 加振内容 
固有振動数 

f 

[Hz] 

減衰定数 

h 

 

固有振動数 

f 

[Hz] 

減衰定数 

h 

 

固有振動数 

f 

[Hz] 

減衰定数 

h 

 

試験開始時 4.65  0.086  5.41  0.098  5.69  0.092  

 BCJ 波レベルⅠ 

 33％ 

加振後 

4.64  0.086  5.41  0.097  5.69  0.090  

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分)50％ 

加振後  

4.59  0.091  5.26  0.107  5.31  0.093  

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分)100％ 

－1 回目加振後 

4.43  0.086  4.57  0.096  4.79  0.093  

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分)100％ 

－2 回目加振後 

4.39  0.096  4.67  0.090  4.80  0.093  

SWEEP 波 400Gal 

（6Hz→1Hz） 

加振後 

― ― 4.71  0.09  4.74  0.093  

（注）試験体：鋼製ダボ 1.0 は，SWEEP 波 400Gal 加振を行っていない。 

 

(財)建材試験センター
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表－5.2.3  他の試験体による 

ステップ波加振から得られた固有振動数及び減衰定数の一覧 

木製ダボ 1.5 3F 

加振内容 
固有振動数 

f 

[Hz] 

減衰定数 

h 

 

固有振動数 

f 

[Hz] 

減衰定数 

h 

 

 BCJ 波レベルⅠ 

 33％ 

加振後 

5.70  0.082  11.66  0.063  

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分)50％ 

加振後  

5.66  0.082  11.60  0.063  

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分)100％ 

－1 回目加振後 

5.67  0.084  11.55  0.060  

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分)100％ 

－2 回目加振後 

5.79  0.091  11.11  0.064  

SWEEP 波 400Gal 

（6Hz→1Hz） 

加振後 

― ― 11.14  0.07  

 BCJ 波レベルⅠ 

 33％ 

加振後 

― ― 10.62  0.07  

（注）試験体：木製ダボ 1.5 は，JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％－1 回目加振まで行った。 

 

(財)建材試験センター
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０

２

４

６

８

１０

１２

　１加振目：　試験開始時

　２加振目：　BCJ波レベルⅠ　33％加振後

　３加振目：　JMA神戸海洋波50%加振後

　４加振目：　JMA神戸海洋波100％－1回目加振後

　５加振目：　JMA神戸海洋波100％－2回目加振後　

　６加振目：　SWEEP波加振後

●

○

○

○

●

試験体：掃き出し

試験体：窓型（鋼製ダボ1.0）

試験体：窓型（鋼製ダボ1.5）

試験体：窓型（鋼製ダボ2.0）

試験体：窓型（木製ダボ1.5）

固
有

振
動

数
（

H
z
）

　加振の変遷　

　掃き出しと窓型（鋼製ダボ）及び窓型（木製ダボ）の比較　

１ ２ ３ ４ ５ ６

加振波形：ステップ波加振

 

図－5.2.1  ステップ波加振から得られた固有振動数の加振変遷による推移 

(掃き出し開口と窓型開口の比較) 

(財)建材試験センター
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０

２

４

６

８

１０

１２

　１加振目：　試験開始時

　２加振目：　BCJ波レベルⅠ　33％加振後

　３加振目：　JMA神戸海洋波50%加振後

　４加振目：　JMA神戸海洋波100％－1回目加振後

　５加振目：　JMA神戸海洋波100％－2回目加振後　

　６加振目：　SWEEP波加振後

●

●

●

●

試験体：掃き出し

試験体：L=1000

試験体：L=2000

試験体：3F

固
有

振
動

数
（

H
z
）

　加振の変遷　

　すだれ壁長さ及び3F試験体の比較　

１ ２ ３ ４ ５ ６

加振波形：ステップ波加振

 

図－5.2.2  ステップ波加振から得られた固有振動数の加振変遷による推移 

(すだれ壁長さ及び 3F 試験体の比較) 

(財)建材試験センター
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０

２

４

６

８

１０

１２

　１加振目：　試験開始時

　２加振目：　BCJ波レベルⅠ　33％加振後

　３加振目：　JMA神戸海洋波50%加振後

　４加振目：　JMA神戸海洋波100％－1回目加振後

　５加振目：　JMA神戸海洋波100％－2回目加振後　

　６加振目：　SWEEP波加振後

●

○

○

○

●

試験体：掃き出し

試験体：窓型（鋼製ダボ1.0）

試験体：窓型（鋼製ダボ1.5）

試験体：窓型（鋼製ダボ2.0）

試験体：窓型（木製ダボ1.5）

減
衰

定
数

（
％

）

　加振の変遷　

　掃き出しと窓型（鋼製ダボ）及び窓型（木製ダボ）の比較　

１ ２ ３ ４ ５ ６

加振波形：ステップ波加振

 

図－5.2.3  ステップ波加振から得られた減衰定数の加振変遷による推移 

(掃き出し開口と窓型開口の比較) 

(財)建材試験センター
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０

２

４

６

８

１０

１２

　１加振目：　試験開始時

　２加振目：　BCJ波レベルⅠ　33％加振後

　３加振目：　JMA神戸海洋波50%加振後

　４加振目：　JMA神戸海洋波100％－1回目加振後

　５加振目：　JMA神戸海洋波100％－2回目加振後　

　６加振目：　SWEEP波加振後

●

●

●

●

試験体：掃き出し

試験体：L=1000

試験体：L=2000

試験体：3F

減
衰

定
数

（
％

）

　加振の変遷　

　すだれ壁長さ及び3F試験体の比較　

加振波形：ステップ波加振

１ ２ ３ ４ ５ ６

 

図－5.2.4  ステップ波加振から得られた減衰定数の加振変遷による推移 

(すだれ壁長さ及び 3F 試験体の比較) 

(財)建材試験センター
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６．地震波試験結果 

６．１ 損傷状況 

（１）BCJ 波レベルⅠ 33％及び JMA 神戸海洋波(NS 成分)50％ 

 中地震を想定した BCJ 波レベルⅠ 33％加振では，試験体各部に目視観察上，目立った損

傷が認められなかった。 

 JMA 神戸海洋波 50％加振後も，BCJ 波レベルⅠ 33％加振と同様に試験体に著しい損傷が

見られなかった。但し，各試験体ともログ材間の水平ずれ（目視観察上，1mm 程度）が生

じていた。（参照：写真－6.1.1～写真－6.1.4） 

(財)建材試験センター

-66-



 

 

 

写真－6.1.3 ログ材間の水平ずれ 

（試験体：L=2000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)50％加振後  

 

写真－6.1.2 ログ材間の水平ずれ 

（試験体：L=1000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)50％加振後 

 

写真－6.1.4 ログ材間の水平ずれ 

（試験体：L=2000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)50％加振後  

 

写真－6.1.1 ログ材間の水平ずれ 

（試験体：掃き出し） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)50％加振後 

(財)建材試験センター
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（２）JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％－1 回目 

 本加振後では，ログ材間の水平ずれが顕著に見られた。また，試験体「L=1000」では,

写真－6.2.1～写真－6.2.3 に示すように，直交壁ノッチ部分での水平ずれが生じていた。 

 その他，ログ材間の水平ずれ状況を写真－6.2.4～写真－6.2.7 に示す。 

 

写真－6.2.1 ノッチ部水平ずれ 

（試験体：L=1000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－1 回目加振後  

 

写真－6.2.2 ノッチ部水平ずれ 

（試験体：L=1000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－1 回目加振後  

 

 

写真－6.2.3 ノッチ部水平ずれ 

（試験体：L=1000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－1 回目加振後  

 

(財)建材試験センター
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写真－6.2.4 ログ材間の水平ずれ 

（試験体：掃き出し） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－1 回目加振後  

 

 

写真－6.2.7 ログ材間の水平ずれ 

（試験体：L=2000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－1 回目加振後  

 

 

写真－6.2.5 ログ材間の水平ずれ 

（試験体：L=1000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－1 回目加振後  

 

 

写真－6.2.6 ログ材間の水平ずれ 

（試験体：L=2000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－1 回目加振後  

 

(財)建材試験センター
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（３）JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％－2 回目及び SWEEP 波 400Gal（6Hz→1Hz） 

 本加振により，いずれの試験体もログ材間の水平ずれが進展した。写真－6.3.1 及び写

真－6.3.2 は，試験体「掃き出し及び L=2000」の水平ずれ状況である。 

 また，試験体「L=1000」では,写真－6.3.3 に示すように，直交壁ノッチ部分での著しい

ログ材の水平ずれに伴ったログ材割れが生じていた。同時に，写真－6.3.4 及び写真－

6.3.5 のように加振方向壁のログ材に割れが確認された。また直交壁においても，写真－

6.3.6～写真－6.3.8 に示すようにログ材の割れが見られた。 

 一方，試験体「L=2000」では，ログ材間の水平ずれのほか，写真－6.3.9 に示すように，

水平継ぎ手部での水平ずれも見られた。更に，直交壁においては，写真－6.3.10 及び写真

－6.3.11 に示すようにログ材の開きが見られた。 

 なお，SWEEP 波 400Gal(6Hz→1Hz)では，各試験体とも上記と同様な損傷が生じていた。

 

写真－6.3.1 ログ材間の水平ずれ 

（試験体：掃き出し） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－2 回目加振後  

 

写真－6.3.2 ログ材間の水平ずれ 

（試験体：L=2000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－2 回目加振後  

(財)建材試験センター
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写真－6.3.3 ノッチ部の割れ 

（試験体：L=1000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－2 回目加振後  

 

写真－6.3.4 ノッチ部水平ずれ 

（試験体：L=1000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－2 回目加振後  

 

写真－6.3.5 ノッチ部水平ずれ 

（試験体：L=1000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－2 回目加振後  

 

(財)建材試験センター
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写真－6.3.6 直交壁ログ材の割れ 

（試験体：L=1000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－2 回目加振後  

 

 

写真－6.3.7 直交壁ログ材の割れ 

（試験体：L=1000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－2 回目加振後  

 

 

写真－6.3.8 直交壁の水平ずれ 

（試験体：L=1000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－2 回目加振後  

 

(財)建材試験センター
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写真－6.3.10 直交壁 ログ材の開き 

（試験体：L=2000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－2 回目加振後  

 

 

写真－6.3.11 直交壁 ログ材の開き 

（試験体：L=2000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－2 回目加振後  

 

 

写真－6.3.9 水平継ぎ手部の開き 

（試験体：L=2000） 

JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％ 

－2 回目加振後  
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６．２ 応答加速度 

（１）最大応答加速度 

 本報告での最大応答加速度は，応答加速度波形の振幅最大値から読み取った値である。

なお，本項において，「絶対値による最大応答加速度」とは，応答加速度波形における正又

は負の振幅のうち，いずれか大きい方の値を意味する。  

 以下，床中央部とは，錘載荷用に設けた 2 階床の平面中央部を言う。  

 

・表－6.2.1 に，X 方向（加振方向）に関する床中央部の絶対値による最大応答加速度を 

 示す。  

・表－6.2.2-1～表－6.2.2-5 に，X 方向（加振方向）に関する床中央部の正負最大応答 

 加速度を示す。 

・表－6.2.3 に，Y 方向に関する床中央部の絶対値による最大応答加速度を示す。 

・表－6.2.4 に，Z 方向に関する床中央部の絶対値による最大応答加速度を示す。 

 

・図－6.2.1 に，X 方向（加振方向）に関する最大応答加速度の地震波による加振変遷を  

 正負それぞれについて示す。  

 なお，同図は，2 階床中央部で得られた値でプロットしている。  

・図－6.2.2 に，X 方向（加振方向）に関する加速度応答倍率の地震波による加振変遷を 

 正負それぞれについて示す。ここで「加速度応答倍率」とは，2 階床中央部の最大応答 

 加速度を振動台の最大入力加速度に対する比（正負それぞれの比）で示したものであり，  

 これらは，最大値同士の比であり同時刻による比とはなっていない。 
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 表－6.2.1  床中央部の絶対値による最大応答加速度一覧（X 方向：加振方向） 

振動台 2 階床 錘上 

加振波形 

試験体 

記 号 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

152 153 

掃き出し 

(1.81) 

21.45  

(1.82) 

13.11  

193 186 

L=1000 

(2.30) 

25.45  

(2.21) 

25.45  

144 135 

BCJ 波 

レベルⅠ 

33％ 

L=2000 

84 18.44  

(1.72) 

21.43  

(1.61) 

9.27  

528 516 

掃き出し 

(1.35) 

10.93  

(1.32) 

10.93  

577 555 

L=1000 

(1.47) 

10.98  

(1.42) 

11.32  

596 535 

JMA 

神戸海洋波 

(NS 成分) 

50％ 

L=2000 

391 10.87  

(1.52) 

10.94  

(1.37) 

10.97  

987 1123 

掃き出し 

(1.22) 

9.92  

(1.39) 

9.92  

1040 1157 

L=1000 

(1.29) 

10.00  

(1.43) 

10.01  

1033 1015 

JMA 

神戸海洋波 

(NS 成分) 

100％-1 回目 

L=2000 

808 9.85  

(1.28) 

9.99  

(1.26) 

9.95  

1059 1196 

掃き出し 

(1.30) 

10.97  

(1.46) 

10.97  

831 1167 

L=1000 

(1.02) 

10.66  

(1.43) 

11.15  

1066 1243 

JMA 

神戸海洋波 

(NS 成分) 

100％-2 回目 

L=2000 

817 10.84  

(1.30) 

11.03  

(1.52) 

11.04  

827 904 

掃き出し 

(1.01) 

121.33  

(1.11) 

122.82  

－ － 

L=1000 

－ 

－ 

－ 

－ 

803 949 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

L=2000 

508 66.20  

(1.58) 

120.42  

(1.87) 

121.35  

（注）1.表中の（ ）内の数値は，振動台の加速度に対する比を示す。  

    なお，最大値同士の比であり，同時刻時における比とは異なる。  

   2.試験体 L=1000 では，SWEEP 波加振を行っていない。 
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表－6.2.2-1  床中央部の正負最大応答加速度一覧（X 方向：加振方向）  

振動台 2 階床 錘上 

加振波形 

試験体 

記 号 

正負 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

正側 78 18.44  149 22.22  153 13.11  

掃き出し 

負側 -84 31.85  -152 21.45  -152 21.45  

正側 78 18.44  193 25.45  186 25.45  

L=1000 

負側 -84 31.85  -174 25.26  -162 25.26  

正側 78 18.44  138 17.37  128 17.38  

BCJ 波 

レベルⅠ 

33％ 

L=2000 

負側 -84 31.85  -144 21.43  -135 9.27  

（注）各試験体で，振動台の加速度は同じ値にある。 

 

表－6.2.2-2  床中央部の正負最大応答加速度一覧（X 方向：加振方向）  

振動台 2 階床 錘上 

加振波形 

試験体 

記 号 

正負 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

正側 304 13.22  416 11.27  477 11.29  

掃き出し 

負側 -391 10.87  -528 10.93  -516 10.93  

正側 304 13.22  526 11.29  555 11.32  

L=1000 

負側 -391 10.87  -577 10.98  -548 10.97  

正側 304 13.22  417 11.29  441 11.30  

JMA 

神戸海洋波 

(NS 成分) 

50％ 

L=2000 

負側 -391 10.87  -596 10.94  -535 10.97  

（注）各試験体で，振動台の加速度は同じ値にある。 
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表－6.2.2-3  床中央部の正負最大応答加速度一覧（X 方向：加振方向）  

振動台 2 階床 錘上 

加振波形 

試験体 

記 号 

正負 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

正側 712 12.23  683 12.33  778 12.38  

掃き出し 

負側 -808 9.85  -987 9.92  -1123 9.92  

正側 712 12.23  752 9.59  865 12.39  

L=1000 

負側 -808 9.85  -1040 10.00  -1157 10.01  

正側 712 12.23  712 12.44  698 12.45  

JMA 

神戸海洋波 

(NS 成分) 

100％-1 回目 

L=2000 

負側 -808 9.85  -1033 9.99  -1015 9.95  

（注）各試験体で，振動台の加速度は同じ値にある。 

 

 

表－6.2.2-4  床中央部の正負最大応答加速度一覧（X 方向：加振方向）  

振動台 2 階床 錘上 

加振波形 

試験体 

記 号 

正負 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

正側 712 13.22  784 10.61  777 10.63  

掃き出し 

負側 -817 10.84  -1059 10.97  -1196 10.97  

正側 712 13.22  831 10.66  959 10.68  

L=1000 

負側 -817 10.84  -683 11.10  -1167 11.15  

正側 712 13.22  816 10.63  778 10.65  

JMA 

神戸海洋波 

(NS 成分) 

100％-2 回目 

L=2000 

負側 -817 10.84  -1066 11.03  -1243 11.04  

（注）各試験体で，振動台の加速度は同じ値にある。 
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表－6.2.2-5  床中央部の正負最大応答加速度一覧（X 方向：加振方向）  

振動台 2 階床 錘上 

加振波形 

試験体 

記 号 

正負 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

正側 508 66.20  827 121.33  793 119.47  

掃き出し 

負側 -492 63.35  -710 121.88  -904 122.82  

正側 － － － － － － 

L=1000 

負側 － － － － － － 

正側 508 66.20  803 120.42  949 121.35  

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

L=2000 

負側 -492 63.35  -783 120.90  -750 120.96  

（注）1.各試験体で，振動台の加速度は同じ値にある。 

（注）2.試験体 L=1000 では，SWEEP 波加振を行っていない。 
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表－6.2.3  床中央部の絶対値による最大応答加速度一覧（Y 方向）  

振動台 2 階床 錘上 

加振波形 

試験体 

記 号 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

24 23 

掃き出し 

(6.59) 

10.54  

(6.32) 

28.02  

15 20 

L1000 

(4.13) 

17.01  

(5.57) 

17.00  

12 11 

BCJ 波 

レベルⅠ 

33％ 

L2000 

4 13.23  

(3.42) 

21.43  

(3.02) 

21.53  

74 102 

掃き出し 

(3.19) 

11.48  

(4.38) 

11.04  

78 199 

L1000 

(3.32) 

11.41  

(8.49) 

11.13  

60 87 

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分) 

50％ 

L2000 

23 10.88  

(2.58) 

11.20  

(3.71) 

9.97  

487 768 

掃き出し 

(15.05) 

12.57  

(23.71) 

12.56  

213 548 

L1000 

(6.57) 

9.80  

(16.92) 

9.29  

134 319 

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分) 

100％-1 回目 

L2000 

32 9.87  

(4.14) 

9.94  

(9.87) 

10.28  

864 1339 

掃き出し 

(17.51) 

10.82  

(27.15) 

11.41  

358 813 

L1000 

(7.25) 

11.01  

(16.49) 

11.02  

317 812 

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分) 

100％-2 回目 

L2000 

49 10.86  

(6.42) 

11.44  

(16.45) 

11.46  

805 1333 

掃き出し 

(16.31) 

114.49  

(27.01) 

114.48  

0 0 

L1000 

(0.00) 

0.00  

(0.00) 

0.00  

319 1552 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

L2000 

38 122.29  

(8.46) 

121.13  

(41.11) 

121.13  

（注）加振直交方向(Y 方向)においては，加速度時刻歴波形において高周波成分が 

   含まれており，本表は，参考値として示した。 

(財)建材試験センター

-79-



 

表－6.2.4  床中央部の絶対値による最大応答加速度一覧（Z 方向）  

振動台 2 階床 錘上 

加振波形 

試験体 

記 号 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

加速度 

Gal 

時刻 

sec 

9 11 

掃き出し 

(1.89) 

21.59  

(2.44) 

21.59  

24 46 

L1000 

(5.06) 

16.97  

(9.87) 

11.23  

15 14 

BCJ 波 

レベルⅠ 

33％ 

L2000 

5 31.84  

(3.10) 

13.07  

(2.97) 

17.00  

205 299 

掃き出し 

(8.79) 

15.44  

(12.81) 

15.44  

280 364 

L1000 

(11.97) 

11.25  

(15.56) 

11.19  

247 205 

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分) 

50％ 

L2000 

23 10.86  

(10.56) 

11.24  

(8.78) 

9.95  

2024 2812 

掃き出し 

(43.07) 

10.25  

(59.84) 

10.25  

1300 1643 

L1000 

(27.68) 

12.63  

(34.97) 

9.92  

1179 1961 

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分) 

100％-1 回目 

L2000 

47 9.86  

(25.09) 

10.21  

(41.73) 

10.21  

2844 3569 

掃き出し 

(54.66) 

11.42  

(68.58) 

10.82  

3189 3479 

L1000 

(61.28) 

10.91  

(66.86) 

10.91  

4816 5306 

JMA 神戸海洋波 

(NS 成分) 

100％-2 回目 

L2000 

52 10.85  

(92.55) 

11.32  

(101.96) 

11.32  

4667 4756 

掃き出し 

(89.70) 

121.70  

(91.39) 

120.69  

0 0 

L1000 

(0.00) 

0.00  

(0.00) 

0.00  

3496 4126 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

L2000 

41 121.14  

(85.12) 

122.65  

(100.47) 

121.64  

（注）加振直交方向(Y 方向)においては，加速度時刻歴波形において高周波成分が 

   含まれており，本表は，参考値として示した。 

(財)建材試験センター

-80-



 

 

０

－５００

－１０００

－１５００

０

５００

１０００

１５００

５ ４ ３ ２ １ １ ２ ３ ４ ５

　
最

大
応

答
加

速
度

　
　

　
(
G
a
l
)

　
最

大
応

答
加

速
度

　
　

　
(
G
a
l
)

（注）1.最大応答加速度は，床中央部で得られた値である。

　　　　ここで，床中央部とは，錘載荷用に設置した2階床の平面中央部をさす。

2.試験体：L=1000では，SWEEP波加振を行っていない。

試験体記号：掃き出し，L=1000，L=2000

加振の変遷 加振の変遷

　１加振目：　BCJ波レベルⅠ 33％

　２加振目：　JMA神戸海洋波（NS成分）50％

　３加振目：　JMA神戸海洋波（NS成分）100％－1回目

　４加振目：　JMA神戸海洋波（NS成分）100％－2回目

　５加振目：　SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）

　正側　　負側　

：振動台

：掃き出し

：L=1000

：L=2000

●

●

●

●

 

 

図－6.2.1  正負最大応答加速度の地震波による加振変遷（X 方向：加振方向）  
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（注）1.加速度応答倍率は，2階床中央部の最大応答加速度を

　　　　振動台の最大入力加速度に対する比（正負それぞれの比）で示したものである。

2.試験体：L=1000では，SWEEP波加振を行っていない。

試験体記号：掃き出し，L=1000，L=2000

加振の変遷 加振の変遷

　１加振目：　BCJ波レベルⅠ 33％

　２加振目：　JMA神戸海洋波（NS成分）50％

　３加振目：　JMA神戸海洋波（NS成分）100％－1回目

　４加振目：　JMA神戸海洋波（NS成分）100％－2回目

　５加振目：　SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）

　正側　　負側　

：掃き出し

：L=1000

：L=2000

●

●

●

 

 

図－6.2.2  正負加速度応答倍率の地震波による加振変遷（X 方向：加振方向）  
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（２）時刻歴波形 

 以下，加速度時刻歴波形を示す。但し，JMA 神戸海洋波(NS 成分)については，主要な時

刻 8sec～20sec を，SWEEP 波 400Gal（6Hz→1Hz）については，85sec～135sec のみを示し

た。なお，試験体：L=1000 では，SWEEP 波加振を行っていない。 

 

・図－6.2.3-1～図－6.2.3-5 に，試験体「掃き出し」の加速度時刻歴波形を示す。 

・図－6.2.4-1～図－6.2.4-4 に，試験体「L=1000」の加速度時刻歴波形を示す。 

・図－6.2.5-1～図－6.2.5-5 に，試験体「L=2000」の加速度時刻歴波形を示す。 
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試験体記号：掃き出し

振動台(AG01,AG02,AG03)

2階床(AG04,AG05,AG06) 錘上(AG07,AG08,AG09)

加振波形  ：BCJ波レベルⅠ　33％

X方向：振動台(AG01)・2階床(AG04)・錘上（AG07）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Y方向：振動台(AG02)・2階床(AG05)・錘上（AG08）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Z方向：振動台(AG03)・2階床(AG06)・錘上（AG09）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

 

図－6.2.3-1  加速度時刻歴波形  
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試験体記号：掃き出し

振動台(AG01,AG02,AG03)

2階床(AG04,AG05,AG06) 錘上(AG07,AG08,AG09)

加振波形  ：JMA神戸海洋波（NS成分）50％

X方向：振動台(AG01)・2階床(AG04)・錘上（AG07）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Y方向：振動台(AG02)・2階床(AG05)・錘上（AG08）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Z方向：振動台(AG03)・2階床(AG06)・錘上（AG09）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

 

図－6.2.3-2  加速度時刻歴波形  

(財)建材試験センター
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８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－１０００

０

１０００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－１０００

０

１０００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－２０００

０

２０００

試験体記号：掃き出し

振動台(AG01,AG02,AG03)

2階床(AG04,AG05,AG06) 錘上(AG07,AG08,AG09)

加振波形  ：JMA神戸海洋波（NS成分）100％－1回目

X方向：振動台(AG01)・2階床(AG04)・錘上（AG07）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Y方向：振動台(AG02)・2階床(AG05)・錘上（AG08）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Z方向：振動台(AG03)・2階床(AG06)・錘上（AG09）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

 

図－6.2.3-3  加速度時刻歴波形  

(財)建材試験センター
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８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－１０００

０

１０００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－１０００

０

１０００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－２０００

０

２０００

試験体記号：掃き出し

振動台(AG01,AG02,AG03)

2階床(AG04,AG05,AG06) 錘上(AG07,AG08,AG09)

加振波形  ：JMA神戸海洋波（NS成分）100％－2回目

X方向：振動台(AG01)・2階床(AG04)・錘上（AG07）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Y方向：振動台(AG02)・2階床(AG05)・錘上（AG08）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Z方向：振動台(AG03)・2階床(AG06)・錘上（AG09）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

 

図－6.2.3-4  加速度時刻歴波形  

(財)建材試験センター
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８５ ９０ ９５ １００ １０５ １１０ １１５ １２０ １２５ １３０ １３５

－１０００

０

１０００

８５ ９０ ９５ １００ １０５ １１０ １１５ １２０ １２５ １３０ １３５

－２０００

０

２０００

８５ ９０ ９５ １００ １０５ １１０ １１５ １２０ １２５ １３０ １３５

－２０００

０

２０００

試験体記号：掃き出し

振動台(AG01,AG02,AG03)

2階床(AG04,AG05,AG06) 錘上(AG07,AG08,AG09)

加振波形  ：SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）

X方向：振動台(AG01)・2階床(AG04)・錘上（AG07）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Y方向：振動台(AG02)・2階床(AG05)・錘上（AG08）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Z方向：振動台(AG03)・2階床(AG06)・錘上（AG09）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

 

図－6.2.3-5  加速度時刻歴波形  
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０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

－２００

０

２００

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

－２００

０

２００

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

－２００

０

２００

試験体記号：L=1000

振動台(AG01,AG02,AG03)

2階床(AG04,AG05,AG06) 錘上(AG07,AG08,AG09)

加振波形  ：BCJ波レベルⅠ　33％

X方向：振動台(AG01)・2階床(AG04)・錘上（AG07）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Y方向：振動台(AG02)・2階床(AG05)・錘上（AG08）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Z方向：振動台(AG03)・2階床(AG06)・錘上（AG09）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

 

図－6.2.4-1  加速度時刻歴波形  
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８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－４００

０

４００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－４００

０

４００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－４００

０

４００

試験体記号：L=1000

振動台(AG01,AG02,AG03)

2階床(AG04,AG05,AG06) 錘上(AG07,AG08,AG09)

加振波形  ：JMA神戸海洋波（NS成分）50％

X方向：振動台(AG01)・2階床(AG04)・錘上（AG07）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Y方向：振動台(AG02)・2階床(AG05)・錘上（AG08）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Z方向：振動台(AG03)・2階床(AG06)・錘上（AG09）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

 

図－6.2.4-2  加速度時刻歴波形  

(財)建材試験センター
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８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－１０００

０

１０００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－１０００

０

１０００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－２０００

０

２０００

試験体記号：L=1000

振動台(AG01,AG02,AG03)

2階床(AG04,AG05,AG06) 錘上(AG07,AG08,AG09)

加振波形  ：JMA神戸海洋波（NS成分）100％－1回目

X方向：振動台(AG01)・2階床(AG04)・錘上（AG07）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Y方向：振動台(AG02)・2階床(AG05)・錘上（AG08）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Z方向：振動台(AG03)・2階床(AG06)・錘上（AG09）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

 

図－6.2.4-3  加速度時刻歴波形  
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８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－１０００

０

１０００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－１０００

０

１０００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－２０００

０

２０００

試験体記号：L=1000

振動台(AG01,AG02,AG03)

2階床(AG04,AG05,AG06) 錘上(AG07,AG08,AG09)

加振波形  ：JMA神戸海洋波（NS成分）100％－2回目

X方向：振動台(AG01)・2階床(AG04)・錘上（AG07）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Y方向：振動台(AG02)・2階床(AG05)・錘上（AG08）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Z方向：振動台(AG03)・2階床(AG06)・錘上（AG09）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

 

図－6.2.4-4  加速度時刻歴波形  
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０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

－２００

０

２００

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

－２００

０

２００

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

－２００

０

２００

試験体記号：L=2000

振動台(AG01,AG02,AG03)

2階床(AG04,AG05,AG06) 錘上(AG07,AG08,AG09)

加振波形  ：BCJ波レベルⅠ　33％

X方向：振動台(AG01)・2階床(AG04)・錘上（AG07）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Y方向：振動台(AG02)・2階床(AG05)・錘上（AG08）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Z方向：振動台(AG03)・2階床(AG06)・錘上（AG09）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

 

図－6.2.5-1  加速度時刻歴波形  
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８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－４００

０

４００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－４００

０

４００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－４００

０

４００

試験体記号：L=2000

振動台(AG01,AG02,AG03)

2階床(AG04,AG05,AG06) 錘上(AG07,AG08,AG09)

加振波形  ：JMA神戸海洋波（NS成分）50％

X方向：振動台(AG01)・2階床(AG04)・錘上（AG07）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Y方向：振動台(AG02)・2階床(AG05)・錘上（AG08）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Z方向：振動台(AG03)・2階床(AG06)・錘上（AG09）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

 

図－6.2.5-2  加速度時刻歴波形  
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８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－１０００

０

１０００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－１０００

０

１０００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－２０００

０

２０００

試験体記号：L=2000

振動台(AG01,AG02,AG03)

2階床(AG04,AG05,AG06) 錘上(AG07,AG08,AG09)

加振波形  ：JMA神戸海洋波（NS成分）100％－1回目

X方向：振動台(AG01)・2階床(AG04)・錘上（AG07）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Y方向：振動台(AG02)・2階床(AG05)・錘上（AG08）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Z方向：振動台(AG03)・2階床(AG06)・錘上（AG09）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

 

図－6.2.5-3  加速度時刻歴波形  

(財)建材試験センター
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８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－１０００

０

１０００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－１０００

０

１０００

８ １０ １２ １４ １６ １８ ２０

－２０００

０

２０００

試験体記号：L=2000

振動台(AG01,AG02,AG03)

2階床(AG04,AG05,AG06) 錘上(AG07,AG08,AG09)

加振波形  ：JMA神戸海洋波（NS成分）100％－2回目

X方向：振動台(AG01)・2階床(AG04)・錘上（AG07）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Y方向：振動台(AG02)・2階床(AG05)・錘上（AG08）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Z方向：振動台(AG03)・2階床(AG06)・錘上（AG09）

最大値4816Gal

最大値5306Gal

（注1）グラフ上では，3500Gal以上をカットして表記している。

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

 

図－6.2.5-4  加速度時刻歴波形  
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８５ ９０ ９５ １００ １０５ １１０ １１５ １２０ １２５ １３０ １３５

－１０００

０

１０００

８５ ９０ ９５ １００ １０５ １１０ １１５ １２０ １２５ １３０ １３５

－２０００

０

２０００

８５ ９０ ９５ １００ １０５ １１０ １１５ １２０ １２５ １３０ １３５

－２０００

０

２０００

試験体記号：L=2000

振動台(AG01,AG02,AG03)

2階床(AG04,AG05,AG06) 錘上(AG07,AG08,AG09)

加振波形  ：SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）

X方向：振動台(AG01)・2階床(AG04)・錘上（AG07）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Y方向：振動台(AG02)・2階床(AG05)・錘上（AG08）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

Z方向：振動台(AG03)・2階床(AG06)・錘上（AG09）

加
速

度
(
G
a
l
)

時刻（sec）

 

図－6.2.5-5  加速度時刻歴波形  
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６．３ 層せん断力－層間変形角 

（１）試験体：掃き出し  

 層せん断力は，試験体の質量と 2 階床中央部の絶対加速度（α
２
）から求めた。試験

体の質量（m）は，床上に搭載した錘（軸力用＋地震力用）に試験体高さ上半分の重量

を加えた値（表－3.2.1 のΣWi による）とした。 

・表－6.3.1 に，絶対値による最大層せん断力と最大層間変形角の一覧を示す。 

・表－6.3.2 に，正負それぞれの最大層せん断力と最大層間変形角の一覧を示す。 

・図－6.3.1 に，層せん断力（Qx）－層間変形角（γx）曲線の加振レベルの比較を  

 示す。  

・図－6.3.2-1 及び図－6.3.2-2 に，層せん断力（Qx）－層間変形角（γx）の掃き出し 

 開口と窓型開口による比較を示す。なお，鋼製ダボ量 1.5 倍による試験体の比較である。 

 

(財)建材試験センター
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表－6.3.1  絶対値による最大層せん断力と最大層間変形角の一覧 

絶対値の最大 

加振波形 

Qxmax 

kN 

(Qxmax/ΣWi) 

γxmax 

 10

-3

rad 

残留変位 

mm 

2.68 
BCJ 波 

レベルⅠ 

33％ 

10.21 0.15 

(1/374) 

-0.05 

36.72 
JMA 神戸海洋波 

(NS 成分) 

50％ 

35.42 0.52 

(1/27) 

6.4 

149.18 
JMA 神戸海洋波 

(NS 成分) 

100％-1 回目 

66.21 0.97 

(1/7) 

-5.4 

268.71 
JMA 神戸海洋波 

(NS 成分) 

100％-2 回目 

71.07 1.04 

(1/4) 

8.9 

183.22 
SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

55.49 0.81 

(1/5) 

-14.8 

  

(財)建材試験センター
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表－6.3.2  正負それぞれの最大層せん断力と最大層間変形角の一覧 

正の最大 負の最大 

加振波形 

Qxmax 

kN 

時刻 

sec 

(Qxmax/ 

ΣWi 

γxmax 

 

10

-3

rad 

時刻 

sec 

Qxmax 

kN 

時刻 

sec 

(Qxmax/ 

ΣWi 

γxmax 

 

10

-3

rad 

時刻 

sec 

BCJ 波 

レベルⅠ 

33％ 

10.2  21.45 0.16 

2.68 

(1/374) 

21.45 -10.0  22.22 0.15 

-2.43 

(1/411) 

21.45 

JMA 神戸 

海洋波 

(NS 成分) 

50％ 

35.4  10.93 0.54 

36.72 

(1/27) 

10.98 -27.9  11.27 0.42 

-15.00 

(1/67) 

10.98 

JMA 神戸 

海洋波 

(NS 成分) 

100％-1 回目 

66.2  9.92 1.01 

149.18 

(1/7) 

10.10 -45.8  12.33 0.70 

-61.84 

(1/16) 

10.10 

JMA 神戸 

海洋波 

(NS 成分) 

100％-2 回目 

71.1  10.97 1.08 

268.71 

(1/4) 

11.13 -52.6  10.61 0.80 

-71.84 

(1/14) 

11.13 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

47.7  121.88 0.72 

183.22 

(1/5) 

121.02 -55.5  121.33 0.84 

-85.13 

(1/12) 

123.47 

（注）表中の（ΣQxmax/ΣWi）は，最大層せん断力を，建物重量で除した値である。 

   なお，ΣWi は，表－3.2.1 による。 

(財)建材試験センター
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－１００

－５０

０

５０

１００

試験体記号：掃き出し

　BCJ波レベルⅠ　33％　

　JMA神戸海洋波（NS成分）50％　

　JMA神戸海洋波（NS成分）100％－1回目　

　JMA神戸海洋波（NS成分）100％－2回目　

　SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）　
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x
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k
N
)
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-3
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図－6.3.1  層せん断力－層間変形角曲線 

    （加振レベルの比較） 

(財)建材試験センター
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試験体：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

掃き出し開口 窓型開口
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k
N
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　BCJ波レベルⅠ　33％　 　JMA神戸海洋波（NS成分）50％　

　JMA神戸海洋波（NS成分）

　　　　100％－1回目

　JMA神戸海洋波（NS成分）

　　　　100％－2回目

Q
x
(
k
N
)

γx（ 10

-3

rad）

Q
x
(
k
N
)
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Q
x
(
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-3
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図－6.3.2-1  層せん断力－層間変形角曲線 

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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２０

試験体：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

掃き出し開口 窓型開口

Q
x
(
k
N
)

γx（ 10

-3

rad）

　SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）　

 

図－6.3.2-2  層せん断力－層間変形角曲線 

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

 

(財)建材試験センター
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（２）試験体：L=1000 及び L=2000（すだれ壁による試験体） 

 層せん断力は，試験体の質量と 2 階床中央部の絶対加速度（α
２
）から求めた。試験

体の質量（m）は，床上に搭載した錘（軸力用＋地震力用）に試験体高さ上半分の重量

を加えた値（表－3.2.1 のΣWi による）とした。 

・表－6.3.3 に，絶対値による最大層せん断力と最大層間変形角の一覧を示す。 

・表－6.3.4 に，正負それぞれの最大層せん断力と最大層間変形角の一覧を示す。 

・図－6.3.3-1 及び図－6.3.3-2 に，層せん断力（Qx）－層間変形角（γx）曲線の  

 加振レベルの比較を示す。  

・図－6.3.4 に，層せん断力（Qx）－層間変形角（γx）曲線のすだれ壁長さによる 

 比較を示す。 

(財)建材試験センター
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表－6.3.3-1  絶対値による最大層せん断力と最大層間変形角の一覧（試験体：L=1000） 

絶対値の最大 

加振波形 

Qxmax 

kN 

(Qxmax/ΣWi) 

γxmax 

 10

-3

rad 

残留変位 

mm 

4.27 
BCJ 波 

レベルⅠ 

33％ 

21.59 0.32 

(1/234) 

-0.06 

54.66 
JMA 神戸海洋波 

(NS 成分) 

50％ 

64.45 0.94 

(1/18) 

2.6 

228.14 
JMA 神戸海洋波 

(NS 成分) 

100％-1 回目 

116.21 1.70 

(1/4) 

-20.1 

254.68 
JMA 神戸海洋波 

(NS 成分) 

100％-2 回目 

92.85 1.36 

(1/4) 

20.9 

（注）試験体：L=1000 では，SWEEP 波加振を行っていない。 

 

(財)建材試験センター
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表－6.3.3-2  絶対値による最大層せん断力と最大層間変形角の一覧（試験体：L=2000） 

絶対値の最大 

加振波形 

Qxmax 

kN 

(Qxmax/ΣWi) 

γxmax 

 10

-3

rad 

残留変位 

mm 

2.21 
BCJ 波 

レベルⅠ 

33％ 

16.12 0.24 

(1/452) 

0.45 

38.56 
JMA 神戸海洋波 

(NS 成分) 

50％ 

66.63 0.98 

(1/26) 

6.3 

149.36 
JMA 神戸海洋波 

(NS 成分) 

100％-1 回目 

115.48 1.69 

(1/7) 

-0.66 

249.31 
JMA 神戸海洋波 

(NS 成分) 

100％-2 回目 

119.11 1.74 

(1/4) 

8.7 

195.99 
SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

89.75 1.31 

(1/5) 

-13.9 

 

(財)建材試験センター
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表－6.3.4-1  正負それぞれの最大層せん断力と最大層間変形角の一覧（試験体：L=1000） 

正の最大 負の最大 

加振波形 

Qxmax 

kN 

時刻 

sec 

(Qxmax/ 

ΣWi 

γxmax 

 

10

-3

rad 

時刻 

sec 

Qxmax 

kN 

時刻 

sec 

(Qxmax/ 

ΣWi 

γxmax 

 

10

-3

rad 

時刻 

sec 

BCJ 波 

レベルⅠ 

33％ 

19.4 25.26 0.18 

4.09 

(1/245) 

25.26 -21.6 25.45 0.20 

-4.27 

(1/234) 

25.26 

JMA 神戸 

海洋波 

(NS 成分) 

50％ 

64.4 10.98 0.59 

54.66 

(1/18) 

11.01 -58.8 11.29 0.54 

-30.76 

(1/33) 

11.01 

JMA 神戸 

海洋波 

(NS 成分) 

100％-1 回目 

116.2 10.00 1.06 

228.14 

(1/4) 

10.14 -84.0 9.59 0.77 

-88.43 

(1/11) 

10.14 

JMA 神戸 

海洋波 

(NS 成分) 

100％-2 回目 

76.3 11.10 0.70 

254.68 

(1/4) 

11.25 -92.9 10.66 0.85 

-109.28 

(1/9) 

11.25 

（注）1.表中の（ΣQxmax/ΣWi）は，最大層せん断力を，建物重量で除した値である。 

    なお，ΣWi は，表－3.2.1 による。 

   2.試験体：L=1000 では，SWEEP 波加振を行っていない。 

 

 

(財)建材試験センター
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表－6.3.4-2  正負それぞれの最大層せん断力と最大層間変形角の一覧（試験体：L=2000） 

正の最大 負の最大 

加振波形 

Qxmax 

kN 

時刻 

sec 

(Qxmax/ 

ΣWi 

γxmax 

 

10

-3

rad 

時刻 

sec 

Qxmax 

kN 

時刻 

sec 

(Qxmax/ 

ΣWi 

γxmax 

 

10

-3

rad 

時刻 

sec 

BCJ 波 

レベルⅠ 

33％ 

16.1 21.43 0.15 

2.21 

(1/452) 

21.43 -15.5 17.37 0.14 

-1.63 

(1/614) 

21.43 

JMA 神戸 

海洋波 

(NS 成分) 

50％ 

66.6 10.94 0.61 

38.56 

(1/26) 

10.99 -46.6 11.29 0.43 

-18.24 

(1/55) 

10.99 

JMA 神戸 

海洋波 

(NS 成分) 

100％-1 回目 

115.5 9.99 1.06 

149.36 

(1/7) 

10.09 -79.6 12.44 0.73 

-68.98 

(1/14) 

10.09 

JMA 神戸 

海洋波 

(NS 成分) 

100％-2 回目 

119.1 11.03 1.09 

249.31 

(1/4) 

11.14 -91.2 10.63 0.84 

-90.82 

(1/11) 

11.14 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

87.5 120.90 0.80 

195.99 

(1/5) 

120.99 -89.8 120.42 0.82 

-137.01 

(1/7) 

121.48 

（注）表中の（ΣQxmax/ΣWi）は，最大層せん断力を，建物重量で除した値である。 

なお，ΣWi は，表－3.2.1 による。

(財)建材試験センター
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試験体記号：L=1000

　BCJ波レベルⅠ　33％　

　JMA神戸海洋波（NS成分）50％　

　JMA神戸海洋波（NS成分）100％－1回目　

　JMA神戸海洋波（NS成分）100％－2回目　

(注)試験体：L=1000では，SWEEP波加振を行っていない。　
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図－6.3.3-1  層せん断力－層間変形角曲線 

（加振レベルの比較：試験体 L=1000） 

(財)建材試験センター
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試験体記号：L=2000

　BCJ波レベルⅠ　33％　

　JMA神戸海洋波（NS成分）50％　

　JMA神戸海洋波（NS成分）100％－1回目　

　JMA神戸海洋波（NS成分）100％－2回目　

　SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）　
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)
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図－6.3.3-2  層せん断力－層間変形角曲線 

（加振レベルの比較：試験体 L=2000） 

(財)建材試験センター
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　BCJ波レベルⅠ　33％　 　JMA神戸海洋波（NS成分）50％　

　JMA神戸海洋波（NS成分）

　　　　100％－1回目

　JMA神戸海洋波（NS成分）

　　　　100％－2回目

Q
x
(
k
N
)

γx（ 10

-3

rad）

Q
x
(
k
N
)

γx（ 10

-3

rad）

Q
x
(
k
N
)

γx（ 10

-3

rad）

 

 

図－6.3.4  層せん断力－層間変形角曲線  

（すだれ壁長さの比較） 

 

(財)建材試験センター
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６．４ ログ材間の相対上下方向変位 

（１）試験体：掃き出し  

・表－6.4.1-1～表－6.4.1-5 に，ログ材間の相対上下方向変位最大値の一覧を示す。 

 なお，表中の正の値はログ材間の開きを，負の値は縮みを示す。  

・図－6.4.1 に，層せん断力（Qx）－ログ材間の相対上下方向変位（δu）曲線の加振 

 レベルの比較を示す。 

・図－6.4.2-1～図－6.4.2-5 に，層せん断力（Qx）－ログ材間の相対上下方向変位（δu） 

 曲線の掃き出し開口と窓型開口による比較を示す。なお，鋼製ダボ量 1.5 倍による試験

体の比較であり，測定位置が同じものを対象に示している。 

 

ここで，各図中の模式図において，変位計の矢印方向の出力が正の値となっており，すな

わち，相対上下方向変位に対して，浮き上がりが（＋）となる。 

 

(財)建材試験センター
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表－6.4.1-1  ログ材間の相対上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UD01 0.09 22.22 -0.12 21.45 0.00 

UD02 0.10 21.45 -0.10 22.23 0.00 

UD03 0.08 21.45 -0.09 11.00 0.00 

UD04 0.14 13.12 -0.11 11.18 -0.02 

UD05 0.21 21.45 -0.13 22.23 0.00 

UD06 0.01 21.73 -0.02 10.34 0.00 

UD07 0.42 22.22 -0.18 21.46 -0.02 

BCJ 波 

レベルⅠ 

33％ 

UD08 0.27 21.45 -0.09 22.21 0.00 

 

表－6.4.1-2  ログ材間の相対上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UD01 0.22 11.26 -0.46 10.92 0.01 

UD02 1.96 10.99 -0.34 11.28 -0.07 

UD03 0.58 10.97 -0.22 13.35 0.02 

UD04 0.58 11.29 -0.62 10.98 -0.12 

UD05 1.75 10.97 -0.23 10.61 -0.04 

UD06 0.20 13.34 -0.03 10.03 0.08 

UD07 0.61 9.74 -0.45 10.83 -0.12 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

50％ 

UD08 1.28 12.83 -0.21 11.20 0.20 

(財)建材試験センター
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表－6.4.1-3  ログ材間の相対上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UD01 0.71 10.12 -1.00 10.00 -0.08 

UD02 10.81 9.98 -1.24 12.45 -0.24 

UD03 28.13 10.10 -0.30 13.06 0.09 

UD04 8.78 12.45 -2.58 10.04 -0.33 

UD05 18.77 10.11 -0.21 10.34 0.04 

UD06 1.98 10.03 -0.08 9.23 0.05 

UD07 7.73 10.11 -0.50 9.85 -0.08 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-1 回目 

UD08 2.65 10.13 -0.63 10.31 0.23 

 

表－6.4.1-4  ログ材間の相対上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UD01 5.78 11.19 -0.93 10.95 0.10 

UD02 8.16 10.97 -1.40 10.66 -0.11 

UD03 40.33 11.17 -0.52 13.59 0.05 

UD04 11.59 10.67 -4.33 11.24 -0.06 

UD05 39.46 11.13 -0.40 14.17 -0.13 

UD06 1.50 11.00 -0.12 11.44 0.02 

UD07 24.50 11.15 -0.37 13.69 0.01 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-2 回目 

UD08 17.93 11.15 -0.77 13.59 0.00 

 

(財)建材試験センター
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表－6.4.1-5  ログ材間の相対上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UD01 28.99 121.51 -1.39 125.16 0.17 

UD02 6.04 121.88 -1.94 123.47 -0.25 

UD03 40.28 121.57 -2.03 121.68 -0.08 

UD04 15.32 121.46 -3.52 121.97 -0.11 

UD05 39.55 121.03 -0.35 118.76 -0.13 

UD06 0.86 121.89 -0.30 126.68 -0.06 

UD07 40.73 121.58 -0.58 121.66 -0.17 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

UD08 8.54 121.02 -0.72 121.71 0.03 

 

(財)建材試験センター

-115-



 

 

試験体記号：掃き出し

BCJ波レベルⅠ　33％

JMA神戸海洋波50％

JMA神戸海洋波100％－1回目

SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）

JMA神戸海洋波100％－2回目

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.4.1  層せん断力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（加振レベルの比較）  

 

(財)建材試験センター
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試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：BCJ波レベルⅠ　33％

掃き出し開口

窓型開口

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.4.2-1  層せん断力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：JMA神戸海洋波50％

掃き出し開口

窓型開口

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.4.2-2  層せん断力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：JMA神戸海洋波100％－1回目

掃き出し開口

窓型開口

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.4.2-3  層せん断力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター

-119-



 

 

試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：JMA神戸海洋波100％－2回目

掃き出し開口

窓型開口

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.4.2-4  層せん断力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）

掃き出し開口

窓型開口

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.4.2-5  層せん断力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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（２）試験体：L=1000 及び L=2000（すだれ壁による試験体） 

・表－6.4.2-1～表－6.4.2-5 に，ログ材間の相対上下方向変位最大値の一覧を示す。 

 なお，表中の正の値はログ材間の開きを，負の値は縮みを示す。  

・図－6.4.3-1 及び図－6.4.3-2 に，層せん断力（Qx）－ログ材間の相対上下方向変位 

 （δu）曲線の加振レベルの比較を示す。 

・図－6.4.4-1～図－6.4.4-4 に，層せん断力（Qx）－ログ材間の相対上下方向変位（δu） 

 曲線のすだれ壁長さによる比較を示す。 

 

ここで，各図中の模式図において，変位計の矢印方向の出力が正の値となっており，すな

わち，相対上下方向変位に対して，浮き上がりが（＋）となる。 

 

(財)建材試験センター
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表－6.4.2-1  ログ材間の相対上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 加振記号 

及び試験体記号 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UD01 0.20 25.45 -0.10 25.25 0.01 

UD02 0.15 25.26 -0.11 25.47 0.01 

UD03 0.22 25.26 -0.26 25.47 -0.01 

UD04 0.22 25.46 -0.07 30.91 -0.01 

UD05 0.56 25.46 -0.21 25.26 0.00 

UD06 0.52 25.26 -0.11 25.46 0.00 

UD07 0.14 11.19 -0.09 25.45 -0.02 

UD08 0.34 25.46 -0.16 25.26 0.00 

UD09 0.44 25.26 -0.19 25.49 0.01 

UD10 0.10 25.45 -0.06 11.25 0.01 

UD11 0.25 25.45 -0.44 25.25 -0.19 

BCJ 波レベルⅠ 

33％ 

試験体：L=1000 

UD12 0.19 25.24 -0.08 25.46 0.05 

UD01 0.07 17.38 -0.08 21.44 0.00 

UD02 0.06 9.28 -0.07 16.86 0.00 

UD03 0.18 21.43 -0.17 17.39 -0.02 

UD04 0.25 25.40 -0.26 9.27 0.00 

UD05 0.06 17.37 -0.07 9.27 0.01 

UD06 0.13 21.43 -0.11 17.38 -0.01 

UD07 0.07 21.44 -0.04 16.86 0.01 

UD08 0.01 9.57 -0.01 19.33 0.00 

UD09 0.16 21.43 -0.07 16.87 0.02 

UD10 0.03 17.39 -0.04 21.43 0.00 

UD11 0.02 13.53 -0.05 21.45 0.00 

BCJ 波レベルⅠ 

33％ 

試験体：L=2000 

UD12 0.10 21.44 -0.06 16.85 0.01 

 

 

(財)建材試験センター
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表－6.4.2-2  ログ材間の相対上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 加振記号 

及び試験体記号 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UD01 0.85 11.33 -0.22 10.03 0.13 

UD02 1.93 11.01 -0.53 11.35 -0.05 

UD03 3.96 11.01 -1.38 11.33 0.37 

UD04 6.60 11.37 -0.76 14.34 -0.22 

UD05 4.09 11.36 -2.18 10.99 -0.12 

UD06 13.58 11.01 -0.76 11.34 0.35 

UD07 0.94 11.00 -0.28 15.37 -0.06 

UD08 2.52 11.35 -0.82 11.01 -0.09 

UD09 4.26 11.02 -0.26 15.34 -0.06 

UD10 0.21 11.92 -0.18 11.09 0.02 

UD11 1.14 14.01 -0.77 9.97 -0.22 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

50％ 

試験体：L=1000 

UD12 0.70 11.01 -0.17 10.21 0.06 

UD01 0.52 11.29 -0.58 10.96 -0.05 

UD02 2.22 10.99 -0.37 11.27 -0.03 

UD03 1.48 10.99 -0.37 11.30 0.27 

UD04 0.79 11.30 -1.14 10.99 -0.01 

UD05 0.16 11.28 -0.30 10.99 -0.01 

UD06 1.50 10.99 -0.23 11.30 -0.05 

UD07 0.51 10.96 -0.28 13.34 -0.08 

UD08 0.03 9.94 -0.14 11.41 -0.10 

UD09 1.91 10.98 -0.28 11.30 -0.03 

UD10 0.12 16.88 -0.17 11.05 0.03 

UD11 0.31 13.44 -0.21 11.53 -0.01 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

50％ 

試験体：L=2000 

UD12 2.04 10.97 -0.55 11.14 -0.12 

(財)建材試験センター
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表－6.4.2-3  ログ材間の相対上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 加振記号 

及び試験体記号 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UD01 3.39 12.49 -1.94 10.02 -0.40 

UD02 8.24 9.97 -3.63 10.00 0.08 

UD03 16.23 10.13 -2.85 12.46 0.44 

UD04 22.55 12.50 -1.85 13.08 -0.24 

UD05 10.43 12.50 -3.49 10.27 -0.10 

UD06 40.18 10.14 -1.90 12.62 0.76 

UD07 6.34 10.01 -0.44 10.30 0.04 

UD08 16.40 12.49 -3.59 10.01 -0.06 

UD09 30.29 10.14 -0.27 15.53 0.30 

UD10 3.06 10.05 -0.20 9.03 0.04 

UD11 4.43 9.81 -0.85 10.12 0.61 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-1 回目 

試験体：L＝1000 

UD12 3.24 12.54 -0.31 12.27 -0.09 

UD01 3.53 12.46 -3.55 10.08 -0.09 

UD02 19.66 10.09 -1.80 12.46 -0.19 

UD03 6.22 10.09 -1.24 10.45 -0.33 

UD04 4.34 12.47 -1.39 9.96 0.19 

UD05 0.39 12.45 -0.68 10.01 -0.19 

UD06 13.89 10.10 -0.42 9.60 0.00 

UD07 3.26 9.99 -1.52 10.01 0.36 

UD08 5.99 12.47 -1.15 12.85 -0.30 

UD09 12.90 10.09 -0.36 9.42 0.13 

UD10 2.64 10.12 -0.35 12.10 0.12 

UD11 3.40 10.47 -0.25 9.76 -0.01 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-1 回目 

試験体：L＝2000 

UD12 7.72 10.10 -0.80 9.25 1.18 

 

(財)建材試験センター
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表－6.4.2-4  ログ材間の相対上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 加振記号 

及び試験体記号 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UD01 5.93 10.75 -1.04 10.12 0.26 

UD02 3.31 11.16 -2.06 10.75 0.10 

UD03 17.93 11.25 -4.15 13.54 -1.10 

UD04 40.40 13.51 -1.88 11.00 1.44 

UD05 12.67 10.75 -5.65 11.17 1.28 

UD06 39.49 11.21 -2.73 13.39 -1.22 

UD07 1.25 10.95 -0.94 14.24 0.11 

UD08 21.48 10.76 -2.18 11.11 -0.25 

UD09 36.51 11.26 -0.65 10.47 -0.17 

UD10 2.31 13.58 -0.04 10.93 0.26 

UD11 7.05 12.13 -1.37 12.43 0.29 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-2 回目 

試験体：L＝1000 

UD12 4.87 10.80 -0.20 10.47 0.19 

UD01 6.92 13.48 -3.81 11.02 -0.13 

UD02 26.80 11.14 -2.18 13.46 -0.01 

UD03 11.31 11.15 -2.26 11.32 -0.18 

UD04 6.02 13.48 -1.33 10.99 0.08 

UD05 0.79 10.67 -0.76 11.10 -0.04 

UD06 40.91 11.12 -0.55 11.45 0.06 

UD07 0.22 10.96 -0.56 10.68 0.13 

UD08 9.54 10.70 -1.58 12.92 0.28 

UD09 34.89 11.14 -0.36 10.82 0.56 

UD10 3.91 11.18 -0.61 14.00 -0.27 

UD11 1.45 10.70 -0.24 15.74 -0.03 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-2 回目 

試験体：L＝2000 

UD12 22.94 11.16 -1.37 10.82 2.74 

 

(財)建材試験センター
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表－6.4.2-5  ログ材間の相対上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 加振記号 

及び試験体記号 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UD01 － － － － － 

UD02 － － － － － 

UD03 － － － － － 

UD04 － － － － － 

UD05 － － － － － 

UD06 － － － － － 

UD07 － － － － － 

UD08 － － － － － 

UD09 － － － － － 

UD10 － － － － － 

UD11 － － － － － 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

試験体：L=1000 

UD12 － － － － － 

UD01 23.16 121.50 -4.92 122.98 0.56 

UD02 23.95 122.00 -3.30 123.48 -0.03 

UD03 9.06 120.98 -1.29 119.19 -0.17 

UD04 39.24

＊1

 121.46 -1.65 120.67 － 

UD05 1.74 121.49 -0.69 121.97 0.03 

UD06 40.03

＊2

 120.97 -1.24 120.38 － 

UD07 0.08 121.76 -0.92 121.37 -0.11 

UD08 40.36 122.51 -2.76 121.84 -0.32 

UD09 24.25 120.98 -1.29 125.65 -0.87 

UD10 5.86 122.50 -0.39 120.17 0.63 

UD11 1.70 121.50 -0.14 100.85 -0.02 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

試験体：L=2000 

UD12 16.68 121.98 -4.09 118.80 -2.32 

（注）1.試験体：L＝1000 では，SWEEP 波加振を行っていない。 

   2.＊1：121.46sec 時，＊2：120.97sec 時にゲージアウト。 

 

(財)建材試験センター
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試験体記号：L=1000

（注）層せん断力及び層間変位の符号は，

     本紙面中の立面図の左から右向き方向が

    （＋）となっている。

BCJ波レベルⅠ　33％

JMA神戸海洋波50％

JMA神戸海洋波100％－1回目

JMA神戸海洋波100％－2回目

(注)試験体：L=1000では，SWEEP波加振を行っていない。
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図－6.4.3-1  層せん断力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（加振レベルの比較：試験体 L=1000） 

 

(財)建材試験センター
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試験体記号：L=2000

（注）層せん断力及び層間変位の符号は，

     本紙面中の立面図の左から右向き方向が

    （＋）となっている。
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図－6.4.3-2  層せん断力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（加振レベルの比較：試験体 L=2000） 

(財)建材試験センター
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試験体：すだれ壁長さ　L=1000及びL=2000

加振波形：BCJ波レベルⅠ　33％

（注）層せん断力及び層間変位の符号は，

     本紙面中の立面図の左から右向き方向が

    （＋）となっている。
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図－6.4.4-1  層せん断力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（すだれ壁長さの比較） 

(財)建材試験センター
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試験体：すだれ壁長さ　L=1000及びL=2000

加振波形：JMA神戸海洋波50％

（注）層せん断力及び層間変位の符号は，

     本紙面中の立面図の左から右向き方向が

    （＋）となっている。
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図－6.4.4-2  層せん断力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（すだれ壁長さの比較） 

(財)建材試験センター
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試験体：すだれ壁長さ　L=1000及びL=2000

加振波形：JMA神戸海洋波100％－1回目

（注）層せん断力及び層間変位の符号は，

     本紙面中の立面図の左から右向き方向が

    （＋）となっている。
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図－6.4.4-3  層せん断力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（すだれ壁長さの比較） 

(財)建材試験センター
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試験体：すだれ壁長さ　L=1000及びL=2000

加振波形：JMA神戸海洋波100％－2回目

（注）層せん断力及び層間変位の符号は，

     本紙面中の立面図の左から右向き方向が

    （＋）となっている。
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図－6.4.4-4  層せん断力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（すだれ壁長さの比較） 

 

(財)建材試験センター
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６．５ ログ壁の上下方向変位  

（１）試験体：掃き出し  

・表－6.5.1-1～表－6.5.1-5 に，ログ壁の上下方向変位最大値の一覧を示す。 

 なお，同変位は，各階最上段ログ材と最下段ログ材の相対上下方向変位である。  

 また，表中の正の値はログ壁の浮き上がり（ログ壁の開き）を，負の値は沈み（ロ  

 グ材間の縮み）を示す。  

・図－6.5.1 に，層せん断力（Qx）－ログ壁の上下方向変位（δus）曲線の加振レベルの 

 比較を示す。 

・図－6.5.2-1～図－6.5.2-5 に，層せん断力（Qx）－ログ壁の上下方向変位（δus） 

 曲線の掃き出し開口と窓型開口による比較を示す。 

 なお，鋼製ダボ量 1.5 倍による試験体の比較である。 

 

 各図中の模式図において，変位計の矢印方向の出力が正の値となっており，すなわち， 

 上下方向変位に対して，浮き上がりが（＋）となる。 

(財)建材試験センター
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表－6.5.1-1  ログ壁の上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UDS01 0.16 21.45 -0.08 46.33 -0.02 

UDS02 0.17 22.22 -0.08 28.72 -0.03 

UDS03 0.44 21.45 -0.21 13.13 0.02 

BCJ 波レベルⅠ 

33％ 

UDS04 0.49 22.24 -0.30 21.45 -0.04 

 

 

表－6.5.1-2  ログ壁の上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UDS01 3.64 10.98 -0.04 1.35 0.08 

UDS02 1.84 13.40 -0.04 8.61 0.04 

UDS03 5.33 10.98 -0.50 11.30 0.04 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

50％ 

UDS04 2.67 11.24 -0.41 11.51 -0.05 

 

 

(財)建材試験センター
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表－6.5.1-3  ログ壁の上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UDS01 54.47 10.10 -0.23 12.57 0.15 

UDS02 32.63 10.11 -0.76 10.26 0.04 

UDS03 63.69 10.10 -0.60 9.38 0.48 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-1 回目 

UDS04 29.94 12.46 -1.15 12.58 0.25 

 

 

表－6.5.1-4  ログ壁の上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UDS01 102.24 11.17 -12.39 13.60 -11.33 

UDS02 85.17 11.14 -1.81 13.60 -0.09 

UDS03 99.28

＊

 11.15 -0.84 10.82 － 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-2 回目 

UDS04 58.43 11.15 -2.09 13.60 -0.03 

（注）＊：11.15sec 時ゲージアウト。 
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表－6.5.1-5  ログ壁の上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UDS01 80.31 122.03 -2.54 122.71 -0.19 

UDS02 84.69 121.54 -4.08 121.71 -0.16 

UDS03 94.29 122.02 -2.68 122.71 -0.32 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

UDS04 101.59 121.55 -3.29 122.71 -0.43 

 

 

(財)建材試験センター
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試験体記号：掃き出し

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.5.1  層せん断力－ログ壁の上下方向変位曲線  

（加振レベルの比較）  
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試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：BCJ波レベルⅠ　33％

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.5.2-1  層せん断力－ログ壁の上下方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：JMA神戸海洋波50％

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.5.2-2  層せん断力－ログ壁の上下方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：JMA神戸海洋波100％－1回目

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.5.2-3  層せん断力－ログ壁の上下方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：JMA神戸海洋波100％－2回目

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.5.2-4  層せん断力－ログ壁の上下方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。

Y1Y0

UDS01UDS03 UDS04UDS02

掃き出し開口

窓型開口

－１００ ０ １００

－１００

０

１００

UDS04

δus(mm)

Q
x
(
k
N
)

－１００ ０ １００

－１００

０

１００

UDS03

δus(mm)

Q
x
(
k
N
)

－１００ ０ １００

－１００

０

１００

UDS02

δus(mm)

Q
x
(
k
N
)

－１００ ０ １００

－１００

０

１００

　層せん断力との関係　

UDS01

δus(mm)

Q
x
(
k
N
)

 

 

図－6.5.2-5  層せん断力－ログ壁の上下方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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（２）試験体：L=1000 及び L=2000（すだれ壁による試験体） 

・表－6.5.2-1～表－6.5.2-5 に，ログ壁の上下方向変位最大値の一覧を示す。 

 なお，同変位は，各階最上段ログ材と最下段ログ材の相対上下方向変位である。  

 また，表中の正の値はログ壁の浮き上がり（ログ壁の開き）を，負の値は沈み（ロ  

 グ材間の縮み）を示す。  

・図－6.5.3-1 及び図－6.5.3-2 に，層せん断力（Qx）－ログ壁の上下方向変位（δu） 

 曲線の加振レベルの比較を示す。 

 

ここで，各図中の模式図において，変位計の矢印方向の出力が正の値となっており，すな

わち，上下方向変位に対して，浮き上がりが（＋）となる。 

 

(財)建材試験センター
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表－6.5.2-1  ログ壁の上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 

及び試験体記号 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UDS01 0.32 25.28 -0.06 30.45 -0.01 

UDS02 0.14 25.30 -0.02 2.57 0.06 

UDS03 0.17 25.47 -0.09 31.38 -0.06 

UDS04 0.36 25.50 -0.26 30.94 -0.15 

UDS05 0.76 25.27 -0.64 25.49 -0.09 

BCJ 波レベルⅠ 

33％ 

試験体：L=1000 

UDS06 0.76 25.46 -0.57 25.28 -0.18 

UDS01 0.05 9.01 -0.04 46.58 -0.01 

UDS02 0.07 17.38 -0.02 12.71 0.02 

UDS03 0.02 38.73 -0.02 6.67 0.00 

UDS04 0.15 17.42 -0.08 26.07 -0.01 

UDS05 0.29 25.80 -0.14 17.41 0.04 

BCJ 波レベルⅠ 

33％ 

試験体：L=2000 

UDS06 0.25 17.40 -0.20 17.05 -0.03 

 

 

(財)建材試験センター
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表－6.5.2-2 ログ壁の上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 

及び試験体記号 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UDS01 8.52 11.02 -0.15 16.83 0.02 

UDS02 10.20 11.02 -0.02 9.87 0.27 

UDS03 9.82 11.02 -0.13 11.19 0.01 

UDS04 5.23 11.36 -0.48 18.32 -0.42 

UDS05 9.38 11.02 -1.55 11.20 -0.79 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

50％ 

試験体：L=1000 

UDS06 4.45 11.35 -1.36 11.59 -0.71 

UDS01 3.18 10.99 -0.05 17.22 -0.01 

UDS02 1.98 10.99 -0.18 11.59 0.04 

UDS03 2.32 10.99 -0.02 6.69 0.09 

UDS04 1.33 11.00 -0.52 14.75 -0.33 

UDS05 6.17 10.99 -0.76 13.37 0.00 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

50％ 

試験体：L=2000 

UDS06 2.13 11.26 -1.09 13.20 -0.77 

 

(財)建材試験センター

-146-



 

表－6.5.2-3  ログ壁の上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 

及び試験体記号 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UDS01 79.80 10.13 -0.09 8.91 0.29 

UDS02 63.77 10.14 -0.68 12.72 -0.21 

UDS03 54.49 10.13 -0.64 12.71 -0.13 

UDS04 36.11 10.08 -0.04 9.29 0.27 

UDS05 92.40 10.14 -0.72 9.36 0.89 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-1 回目 

試験体：L＝1000 

UDS06 34.23 12.49 -1.39 9.87 0.70 

UDS01 31.64 10.10 -0.32 9.27 0.24 

UDS02 21.09 10.09 -0.03 20.66 0.12 

UDS03 23.56 10.10 -0.12 8.88 0.12 

UDS04 25.76 10.09 -0.21 8.90 0.23 

UDS05 43.18 10.10 -1.76 9.34 0.43 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-1 回目 

試験体：L＝2000 

UDS06 18.22 10.09 -0.38 9.81 0.51 

 

(財)建材試験センター
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表－6.5.2-4  ログ壁の上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 

及び試験体記号 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UDS01 91.83 11.24 -0.24 10.92 -0.06 

UDS02 66.22 11.24 -0.68 15.11 -0.15 

UDS03 52.21 11.24 -0.48 15.11 0.17 

UDS04 51.99 10.78 -0.09 9.94 1.09 

UDS05 108.40 11.25 -1.45 10.47 0.24 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-2 回目 

試験体：L＝1000 

UDS06 54.37 10.78 -0.47 10.46 2.34 

UDS01 58.76 11.13 -0.29 10.84 0.13 

UDS02 48.52 11.16 -0.27 21.68 -0.17 

UDS03 59.16 11.16 -0.29 12.68 -0.09 

UDS04 63.69 11.16 -0.20 9.92 0.79 

UDS05 70.57 11.13 -0.51 10.84 0.66 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-2 回目 

試験体：L＝2000 

UDS06 55.52 11.18 -0.65 9.91 2.17 

 

(財)建材試験センター
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表－6.5.2-5  ログ壁の上下方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 

及び試験体記号 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UDS01 － － － － － 

UDS02 

－ － － － － 

UDS03 

－ － － － － 

UDS04 

－ － － － － 

UDS05 

－ － － － － 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

試験体：L=1000 

UDS06 

－ － － － － 

UDS01 42.69 121.00 -0.61 122.71 -0.35 

UDS02 43.10 121.51 -0.47 87.83 0.03 

UDS03 42.06 121.00 -0.48 120.70 -0.06 

UDS04 50.27 121.51 -1.96 117.90 -1.09 

UDS05 53.19 120.99 -1.14 115.78 -0.76 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

試験体：L=2000 

UDS06 58.00 121.50 -3.68 118.81 -2.48 

（注）試験体：L＝1000 では，SWEEP 波加振を行っていない。 

 

(財)建材試験センター
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試験体記号：L=1000

（注）層せん断力及び層間変位の符号は，

     本紙面中の立面図の左から右向き方向が

    （＋）となっている。

BCJ波レベルⅠ　33％

JMA神戸海洋波50％

JMA神戸海洋波100％－1回目

JMA神戸海洋波100％－2回目

(注)試験体：L=1000では，SWEEP波加振を行っていない。
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図－6.5.3-1  層せん断力－ログ壁の上下方向変位曲線  

（加振レベルの比較：試験体 L=1000） 

 

(財)建材試験センター
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試験体記号：L=2000

（注）層せん断力及び層間変位の符号は，

     本紙面中の立面図の左から右向き方向が

    （＋）となっている。
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図－6.5.3-2  層せん断力－ログ壁の上下方向変位曲線  

（加振レベルの比較：試験体 L=2000） 

 

 

(財)建材試験センター
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６．６ ログ材間の相対水平方向変位 

（１）試験体：掃き出し  

・表－6.6.1-1～表－6.6.1-5 に，に，ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧を示す。 

 なお，相対水平方向変位の符号は，層間変位と同じになっている。  

・図－6.6.1 に，層せん断力（Qx）－相対水平方向変位（δs）曲線の加振レベルの比較 

 を示す。 

・図－6.6.2-1～図－6.6.2-5 に，層せん断力（Qx）－相対水平方向変位（δs）曲線の 

 掃き出し開口と窓型開口による比較を示す。 

 なお，鋼製ダボ量 1.5 倍による試験体の比較である。 

・図－6.6.3-1～図－6.6.3-3 に，層せん断力（Qx）－累加ログ水平変位（δs）曲線を 

 掃き出し開口と窓型開口について示す。 

 ここで，累加ログ水平変位とは，相対水平方向変位を最下段から最上段にかけて累加 

 した値である。 

 

(財)建材試験センター
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表－6.6.1-1  ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UD01 0.11 21.46 -0.01 6.27 0.08 

UD02 0.01 7.94 -0.02 22.22 -0.01 

UD03 0.01 17.03 -0.01 22.24 0.00 

UD04 0.01 7.92 -0.03 22.23 -0.01 

UD05 0.01 11.23 -0.02 22.25 0.00 

UD06 0.02 21.46 -0.01 11.01 0.00 

UD07 0.02 21.46 -0.02 13.12 0.00 

UD08 0.01 10.54 -0.02 13.12 0.00 

UD09 0.01 36.10 -0.02 8.68 0.01 

UD10 0.04 21.47 -0.03 13.13 0.02 

UD11 0.02 11.17 -0.01 8.64 0.01 

UD12 0.01 7.92 -0.04 22.24 -0.02 

UD13 0.00 8.30 -0.26 22.31 -0.26 

UD14 0.01 21.50 -0.02 13.21 -0.01 

BCJ 波 

レベルⅠ 

33％ 

UD15 0.01 57.52 0.00 1.62 0.01 

 

表－6.6.1-2  ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UD01 0.67 10.03 -1.70 11.30 -1.08 

UD02 1.74 10.98 -0.09 9.75 1.27 

UD03 1.20 10.98 -1.43 11.27 0.51 

UD04 3.68 10.98 -0.37 11.29 2.76 

UD05 4.31 10.98 -2.10 13.42 -1.47 

UD06 2.74 11.02 -0.81 11.30 1.41 

UD07 3.83 10.99 -0.76 11.30 0.83 

UD08 1.01 10.99 -0.90 11.30 -0.33 

UD09 1.61 10.97 -0.03 9.80 0.98 

UD10 0.95 10.99 -2.79 11.29 -1.82 

UD11 1.10 10.98 -1.76 13.42 -1.31 

UD12 2.17 10.97 -1.18 13.37 -0.58 

UD13 2.00 10.99 -0.78 13.44 0.10 

UD14 1.56 11.07 -0.55 11.33 0.33 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

50％ 

UD15 1.13 11.07 -0.29 13.48 -0.04 

 

 

(財)建材試験センター
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表－6.6.1-3  ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UD01 7.85 10.06 -1.46 9.51 2.10 

UD02 9.68 10.05 -5.35 12.43 -1.54 

UD03 8.99 10.00 -4.25 12.43 1.31 

UD04 8.01 10.03 -5.79 12.44 0.79 

UD05 11.10 10.05 -2.42 12.43 0.87 

UD06 5.29 10.03 -5.29 12.43 1.41 

UD07 5.60 10.04 -3.95 12.45 -1.82 

UD08 5.62 10.12 -3.77 12.43 0.77 

UD09 3.12 10.02 -3.51 12.43 -2.49 

UD10 4.90 10.05 -2.27 12.34 -1.02 

UD11 4.58 9.99 -2.39 12.43 -1.28 

UD12 4.29 10.00 -3.16 12.34 -1.69 

UD13 3.20 10.24 -3.31 12.43 -1.58 

UD14 3.76 10.25 -2.49 12.43 0.78 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-1 回目 

UD15 3.32 10.25 -2.28 12.43 -0.15 

 

表－6.6.1-4  ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UD01 7.46 11.10 -3.42 10.82 -0.50 

UD02 25.76

＊

 11.11 -4.25 10.63 － 

UD03 7.76 11.03 -6.01 10.63 -0.09 

UD04 6.80 11.00 -7.32 10.66 0.40 

UD05 9.44 11.02 -3.68 10.63 0.69 

UD06 3.18 11.03 -6.94 10.63 -0.16 

UD07 6.67 11.01 -2.86 10.65 0.74 

UD08 4.40 11.16 -4.79 10.62 -1.41 

UD09 4.96 11.25 -1.19 10.64 1.13 

UD10 4.89 10.25 -1.45 11.68 -0.02 

UD11 3.78 11.41 -1.50 13.45 -0.10 

UD12 2.76 10.26 -1.73 11.68 -0.17 

UD13 3.12 10.31 -2.25 11.68 0.09 

UD14 3.25 11.41 -3.69 10.68 0.28 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-2 回目 

UD15 3.49 11.41 -2.52 10.70 -0.02 

（注）＊：11.11sec 時ゲージアウト 
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表－6.6.1-5  ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 

加振記号 記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

UD01 6.33 120.98 -3.82 117.66 -1.14 

UD02 － －  －  －  －  

UD03 7.14 119.91 -6.24 117.66 -0.88 

UD04 5.58 124.93 -7.91 117.67 0.14 

UD05 8.10 124.92 -4.48 117.67 -1.67 

UD06 2.75 124.92 -6.86 117.67 -1.97 

UD07 5.25 116.37 -3.83 117.67 -1.20 

UD08 5.50 124.03 -3.47 117.67 1.80 

UD09 2.98 121.12 -2.53 117.67 -0.13 

UD10 4.60 121.10 -1.71 121.68 -0.23 

UD11 4.66 122.15 -2.10 122.70 -0.59 

UD12 5.65 123.20 -2.74 122.70 -0.94 

UD13 4.21 123.05 -4.54 122.70 -0.75 

UD14 3.30 124.19 -5.75 122.45 -1.05 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

UD15 3.42 125.18 -2.84 119.51 0.27 
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（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。

BCJ波レベルⅠ　33％

JMA神戸海洋波50％

JMA神戸海洋波100％－1回目
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図－6.6.1  層せん断力－ログ材間の相対水平方向変位曲線  

（加振レベルの比較）  

(財)建材試験センター
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試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：BCJ波レベルⅠ　33％

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。

掃き出し開口

窓型開口

 

図－6.6.2-1  層せん断力－ログ材間の相対水平方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：JMA神戸海洋波50％

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.6.2-2  層せん断力－ログ材間の相対水平方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：JMA神戸海洋波100％－1回目

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.6.2-3  層せん断力－ログ材間の相対水平方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 
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試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：JMA神戸海洋波100％－2回目

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.6.2-4  層せん断力－ログ材間の相対水平方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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１００

US13

δs(mm)

Q
x
(
k
N
)

－１０ ０ １０

－１００

０

１００

US14

δs(mm)

Q
x
(
k
N
)

－１０ ０ １０

－１００

０

１００

US15

δs(mm)

Q
x
(
k
N
)

Y1Y0

US01

US02

US03

US04

US05

US06

US07

US08

US09

US10

US11

US12

US13

US14

US15

試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）

（注）１．変位の符号は，矢印の方向を（＋）とした。

　　　２．層せん断力及び層間変位の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。

掃き出し開口

窓型開口

 

図－6.6.2-5  層せん断力－ログ材間の相対水平方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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２０
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試験体：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

層間変位：δx 累加ログ水平変位：Σδs

Q
x
(
k
N
)

δx，Σδs（mm）

　BCJ波レベルⅠ　33％　

　JMA神戸海洋波(NS成分)50％　

Q
x
(
k
N
)

δx，Σδs（mm）

Q
x
(
k
N
)

δx，Σδs（mm）

Q
x
(
k
N
)

δx，Σδs（mm）

　掃き出し開口　 　窓型開口　

　掃き出し開口　 　窓型開口　

 

図－6.6.3-1  層せん断力－累加ログ水平変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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０
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１００

試験体：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

層間変位：δx 累加ログ水平変位：Σδs

Q
x
(
k
N
)

δx，Σδs（mm）

　JMA神戸海洋波(NS成分)100％-1回目　

　JMA神戸海洋波(NS成分)100％-2回目　

Q
x
(
k
N
)

δx，Σδs（mm）

Q
x
(
k
N
)

δx，Σδs（mm）

Q
x
(
k
N
)

δx，Σδs（mm）

　掃き出し開口　 　窓型開口　

　掃き出し開口　 　窓型開口　

 

図－6.6.3-2  層せん断力－累加ログ水平変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター

-163-
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０
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試験体：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

層間変位：δx 累加ログ水平変位：Σδs

Q
x
(
k
N
)

δx，Σδs（mm）

　SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz） 

Q
x
(
k
N
)

δx，Σδs（mm）

　掃き出し開口　 　窓型開口　

 

図－6.6.3-3  層せん断力－累加ログ水平変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

 

(財)建材試験センター
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（２）試験体：L=1000 及び L=2000（すだれ壁による試験体） 

・表－6.6.2-1～表－6.6.2-10 に，ログ壁の相対水平方向変位最大値の一覧を示す。 

 なお，相対水平方向変位の符号は，層間変位と同じになっている。  

・図－6.6.4-1～図－6.6.4-4 に，層せん断力（Qx）－ログ壁の相対水平方向変位（δs） 

 曲線の加振レベルの比較を示す。 

 なお，変位測定は，下図の模式図にあるようにすだれ壁と端部壁について行っている。 

・図－6.6.5-1～図－6.6.5-3 に，層せん断力（Qx）－累加ログ水平変位（δs）曲線を 

 示す。 

 ここで，累加ログ水平変位とは，相対水平方向変位を最下段から最上段にかけて累加 

 した値である。 

 

 

 

 

(財)建材試験センター
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表－6.6.2-1  ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 加振記号 

及び試験体 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

US01 0.00 6.90 -0.08 41.45 -0.07 

US02 0.01 16.19 -0.04 25.47 -0.01 

US03 0.01 19.13 0.00 26.57 0.00 

US04 0.02 25.26 -0.01 6.26 0.01 

US05 0.03 25.24 -0.01 25.44 0.01 

US06 0.02 25.25 -0.01 25.48 0.00 

US07 0.01 30.91 -0.01 25.51 0.01 

US08 0.02 19.62 -0.02 25.48 0.00 

US09 0.01 30.90 0.00 25.48 0.00 

US10 0.00 25.23 -0.02 25.50 0.00 

US11 0.01 25.27 -0.03 25.50 -0.02 

US12 0.00 8.84 -0.05 25.48 -0.02 

US13 0.27 25.26 -0.01 7.80 0.26 

US14 0.01 25.32 -0.07 27.03 -0.05 

US15 0.02 25.28 -0.08 25.51 -0.06 

US16 0.25 25.27 -0.03 7.78 0.14 

US17 0.87 25.26 -0.05 11.02 0.66 

US18 0.08 25.27 -0.04 7.79 -0.01 

US19 0.06 25.27 -0.04 25.48 0.00 

US20 0.03 25.26 -0.02 25.47 0.00 

US21 0.06 25.28 -0.03 25.49 0.01 

US22 0.04 25.25 -0.04 25.46 -0.01 

US23 0.06 25.26 -0.04 25.50 0.02 

US24 0.06 25.30 -0.02 7.81 0.02 

US25 0.05 25.26 -0.04 25.54 -0.01 

US26 0.02 11.26 -0.01 30.69 0.00 

US27 0.01 7.95 -0.03 32.54 -0.02 

US28 0.01 6.10 -0.87 34.77 -0.85 

US29 0.02 25.34 -0.03 25.48 -0.02 

BCJ 波 

レベルⅠ 

33％ 

試験体：L=1000 

US30 0.01 8.07 -0.03 25.65 -0.02 

 

(財)建材試験センター

-166-



 

表－6.6.2-2  ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 加振記号 

及び試験体 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

US01 0.01 9.37 -0.02 17.47 -0.01 

US02 0.06 21.46 -0.03 17.40 -0.01 

US03 0.03 21.46 -0.04 17.40 -0.01 

US04 0.06 21.44 -0.05 16.87 -0.01 

US05 0.03 21.45 -0.04 17.40 -0.01 

US06 0.07 9.28 -0.06 16.86 -0.01 

US07 0.04 9.32 -0.06 17.40 -0.02 

US08 0.07 9.28 -0.10 17.39 -0.03 

US09 0.04 9.29 -0.08 17.40 -0.03 

US10 0.03 9.30 -0.08 17.43 -0.04 

US11 0.17 21.46 -0.11 13.11 0.08 

US12 0.03 9.30 -0.11 17.42 -0.04 

US13 0.66 25.26 -0.01 8.88 0.65 

US14 0.01 21.48 -0.01 25.94 0.00 

US15 0.00 3.48 -0.01 34.63 -0.01 

US16 0.12 25.21 -0.03 8.56 0.09 

US17 0.05 9.25 -0.06 13.10 -0.01 

US18 0.03 9.25 -0.03 17.38 0.00 

US19 0.03 9.25 -0.04 25.40 0.00 

US20 0.03 9.25 -0.04 17.39 0.00 

US21 0.05 9.25 -0.04 25.40 0.00 

US22 0.04 9.25 -0.04 17.37 0.00 

US23 0.04 9.25 -0.05 25.40 0.00 

US24 0.03 9.25 -0.03 25.90 0.00 

US25 0.05 9.26 -0.04 25.40 0.00 

US26 0.05 9.26 -0.03 11.83 0.01 

US27 0.09 21.44 -0.05 17.39 0.01 

US28 0.04 21.44 -0.04 13.09 0.00 

US29 0.03 9.26 -0.03 25.40 -0.01 

BCJ 波 

レベルⅠ 

33％ 

試験体：L=2000 

US30 0.03 9.26 -0.03 17.38 0.00 

 

(財)建材試験センター
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表－6.6.2-3  ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 加振記号 

及び試験体 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

US01 0.04 10.20 -0.37 12.88 -0.24 

US02 0.37 11.18 -0.08 9.79 0.11 

US03 0.14 10.98 -0.06 14.74 -0.03 

US04 0.11 10.05 -0.14 14.69 -0.09 

US05 0.21 11.01 -0.02 9.77 0.09 

US06 0.17 11.15 -0.02 9.80 0.12 

US07 0.06 10.08 -0.09 11.38 -0.04 

US08 0.10 10.05 -0.93 11.35 -0.87 

US09 1.52 11.01 -1.22 11.24 -1.05 

US10 0.20 10.07 -0.16 10.89 -0.11 

US11 0.19 11.01 -0.28 14.69 -0.22 

US12 0.17 11.01 -0.32 11.34 -0.19 

US13 1.70 14.85 -0.02 9.83 1.52 

US14 0.73 11.05 -1.13 12.09 -0.58 

US15 1.30 11.02 -2.09 11.35 -0.62 

US16 5.04 11.01 -2.42 11.34 2.83 

US17 4.12 11.00 -2.40 11.34 1.81 

US18 4.39 11.01 -1.81 11.35 2.56 

US19 3.33 11.01 -2.40 11.33 1.82 

US20 3.03 11.00 -2.65 11.35 1.30 

US21 2.32 11.01 -1.95 11.35 -0.31 

US22 2.34 11.01 -1.06 11.34 0.36 

US23 1.79 10.99 -4.10 11.34 -2.00 

US24 3.44 11.00 -1.24 11.35 0.24 

US25 2.16 11.03 -4.39 11.32 -2.55 

US26 1.23 10.99 -3.03 11.37 -2.59 

US27 1.12 11.00 -3.30 11.31 -0.45 

US28 1.82 10.93 -2.14 11.32 -1.31 

US29 0.30 11.12 -1.67 11.36 -0.66 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

50％ 

試験体：L＝1000 

US30 0.67 11.12 -2.77 11.39 -0.65 

 

(財)建材試験センター
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表－6.6.2-4  ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 加振記号 

及び試験体 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

US01 3.18 10.99 -1.33 11.31 -0.56 

US02 3.14 10.98 -1.65 11.31 -0.74 

US03 3.26 10.98 -0.84 11.31 -0.30 

US04 4.35 10.99 -0.98 11.30 -0.36 

US05 2.38 10.98 -1.68 11.31 1.06 

US06 2.19 10.98 -1.56 11.31 0.89 

US07 2.85 10.98 -1.76 11.30 1.18 

US08 2.46 10.99 -2.60 11.31 -0.32 

US09 3.64 11.00 -1.17 11.32 1.97 

US10 1.88 11.01 -0.85 11.29 -0.59 

US11 2.76 10.99 -2.53 11.30 0.92 

US12 4.56 11.00 -1.51 11.31 -0.29 

US13 3.04 11.00 -0.81 11.31 0.94 

US14 2.12 11.02 -1.40 11.34 -0.36 

US15 1.75 11.04 -0.88 11.34 -0.02 

US16 2.65 10.99 -1.77 11.28 1.79 

US17 5.25 11.00 -0.97 11.27 3.51 

US18 2.85 11.05 -0.08 9.74 1.88 

US19 2.42 10.97 -0.10 9.70 1.64 

US20 1.69 10.97 -0.10 9.70 0.83 

US21 2.24 11.03 -0.12 9.70 0.57 

US22 2.30 11.00 -1.43 11.27 1.05 

US23 2.83 11.00 -1.60 11.27 -0.97 

US24 1.71 10.98 -2.82 11.27 -0.69 

US25 0.72 10.97 -1.76 11.27 -1.39 

US26 1.50 10.97 -3.17 11.27 -1.84 

US27 1.46 10.98 -3.01 11.29 -1.69 

US28 0.76 11.00 -2.43 11.29 -1.99 

US29 1.44 11.07 -1.61 11.31 -0.78 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

50％ 

試験体：L＝2000 

US30 1.18 11.05 -0.61 11.31 0.03 

 

(財)建材試験センター
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表－6.6.2-5  ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 加振記号 

及び試験体 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

US01 0.08 9.32 -0.90 12.99 -0.36 

US02 0.93 10.13 -2.65 12.41 -1.41 

US03 1.78 10.11 -2.75 12.41 -1.21 

US04 3.17 10.12 -3.88 12.40 -2.21 

US05 5.69 10.12 -2.53 9.52 0.80 

US06 2.77 10.12 -6.04 12.40 -1.92 

US07 2.99 10.13 -5.15 10.70 -2.22 

US08 4.51 10.15 -3.11 9.42 -1.46 

US09 3.90 10.13 -2.13 9.42 -1.08 

US10 1.72 10.12 -2.46 9.95 -1.98 

US11 2.42 10.12 -2.25 12.40 -1.95 

US12 4.40 10.15 -2.95 12.48 -1.84 

US13 6.90 10.15 -0.69 9.01 4.08 

US14 5.13 10.01 -3.10 12.65 -1.64 

US15 4.48 10.02 -3.31 12.50 -1.28 

US16 16.04 10.10 -16.45 12.51 -1.29 

US17 22.50 10.23 -12.40 12.50 -2.73 

US18 21.93 14.21 -7.68 12.45 8.16 

US19 10.92 10.05 -5.93 9.61 1.09 

US20 8.79 10.10 -5.97 12.50 1.37 

US21 6.77 10.06 -4.17 9.65 -0.85 

US22 6.62 10.04 -2.94 9.63 -0.18 

US23 6.70 10.03 -4.17 9.64 -1.75 

US24 5.41 10.05 -2.64 12.44 -1.54 

US25 6.96 10.02 -3.40 9.63 -1.73 

US26 5.72 10.04 -1.64 12.44 -0.78 

US27 3.44 10.00 -4.39 12.43 -2.88 

US28 4.79 10.02 -2.44 12.43 -0.77 

US29 3.13 10.34 -3.60 12.59 -1.52 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-1 回目 

試験体：L＝1000 

US30 3.59 10.35 -3.57 12.59 -1.12 

 

(財)建材試験センター
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表－6.6.2-6  ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 加振記号 

及び試験体 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

US01 8.33 10.07 -3.63 12.46 2.45 

US02 10.76 10.08 -2.38 12.44 5.73 

US03 7.99 10.08 -2.03 12.46 4.67 

US04 17.26 10.06 -5.16 12.47 -1.02 

US05 11.39 10.07 -12.86 12.47 -6.93 

US06 4.78 10.08 -4.96 12.46 -3.54 

US07 6.41 10.08 -5.04 12.46 -3.41 

US08 12.06 10.08 -7.68 12.47 -1.38 

US09 11.53 10.07 -8.98 12.47 0.59 

US10 4.56 10.08 -2.28 12.46 -1.29 

US11 14.76 10.09 -5.84 12.47 3.12 

US12 22.38 10.08 -13.90 12.47 -3.11 

US13 19.47 10.09 -3.70 12.47 4.33 

US14 7.42 10.08 -3.30 12.51 0.61 

US15 6.17 10.08 -4.02 12.47 -0.94 

US16 16.96 10.06 -5.11 12.42 1.86 

US17 8.90 10.03 -8.37 12.42 -1.25 

US18 8.81 10.03 -4.75 12.42 1.53 

US19 8.17 10.02 -5.13 12.42 -0.57 

US20 6.83 10.02 -3.05 12.52 0.00 

US21 6.66 10.02 -3.52 12.47 1.58 

US22 4.15 10.00 -3.71 12.43 -0.50 

US23 7.01 10.03 -2.23 12.43 -0.15 

US24 5.46 10.06 -3.34 12.48 0.06 

US25 5.56 10.03 -2.77 12.51 -1.94 

US26 7.13 10.03 -2.45 12.47 -0.70 

US27 5.66 9.99 -2.97 12.47 -1.52 

US28 4.36 9.99 -2.95 12.49 -1.40 

US29 4.79 10.21 -2.64 12.49 0.41 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-1 回目 

試験体：L＝2000 

US30 3.71 10.21 -2.80 12.49 -1.03 

 

(財)建材試験センター
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表－6.6.2-7  ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 加振記号 

及び試験体 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

US01 0.17 10.87 -0.98 11.42 -0.24 

US02 2.09 11.22 -0.58 10.67 1.02 

US03 3.28 11.25 -0.20 10.67 2.70 

US04 5.25 11.25 -0.63 10.67 3.48 

US05 5.51 11.24 -0.46 10.69 4.90 

US06 4.32 11.24 -1.64 11.07 3.82 

US07 4.68 11.24 -2.59 11.07 4.18 

US08 6.03 11.24 -1.09 11.06 4.79 

US09 5.28 11.26 -1.28 12.02 -0.10 

US10 3.60 11.24 -2.65 11.98 0.99 

US11 4.52 11.23 -5.65 11.97 -1.14 

US12 6.63 11.25 -3.93 11.96 -0.23 

US13 5.17 11.45 -7.66 11.97 0.57 

US14 5.14 11.11 -3.66 10.77 0.36 

US15 4.43 11.11 -3.35 10.76 0.75 

US16 10.15 11.10 -27.14 10.75 -11.50 

US17 25.26 11.07 -13.70 10.74 4.18 

US18 13.74 11.03 -16.65 10.73 13.73 

US19 6.08 11.21 -7.22 10.73 0.14 

US20 3.79 11.20 -7.61 10.73 0.08 

US21 4.56 11.20 -3.79 10.74 -0.52 

US22 4.11 11.13 -2.80 10.66 -0.70 

US23 6.41 11.14 -2.65 10.66 1.42 

US24 5.51 11.12 -1.52 10.66 0.38 

US25 7.38 11.12 -2.18 10.74 1.20 

US26 5.77 11.12 -1.43 10.74 0.26 

US27 5.56 11.13 -2.24 10.74 0.66 

US28 5.38 11.19 -2.40 10.74 0.77 

US29 3.89 11.15 -3.36 10.87 0.49 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-2 回目 

試験体：L＝1000 

US30 4.77 11.41 -3.08 10.76 0.95 

 

(財)建材試験センター
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表－6.6.2-8  ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 加振記号 

及び試験体 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

US01 7.89 11.04 -9.39 10.69 -1.13 

US02 8.50 11.04 -8.92 10.67 -1.26 

US03 5.85 11.04 -7.42 10.68 -0.85 

US04 22.78 11.04 -8.74 10.68 -1.76 

US05 23.02 11.04 -8.10 10.68 3.44 

US06 9.61 11.04 -2.51 10.69 -0.17 

US07 11.01 11.04 -2.85 10.70 -0.20 

US08 16.35 11.04 -8.79 10.70 1.49 

US09 14.04 11.09 -12.33 10.69 0.19 

US10 6.28 11.12 -1.50 10.68 -0.33 

US11 15.23 11.13 -11.11 10.69 -2.21 

US12 28.97 11.16 -13.13 10.69 4.33 

US13 18.63 11.16 -10.16 10.69 3.46 

US14 8.38 11.15 -4.90 10.75 -0.64 

US15 8.42 11.15 -4.09 10.69 -0.11 

US16 22.73 13.92 -8.21 10.69 13.52 

US17 10.39 11.09 -7.92 10.71 -0.57 

US18 7.53 11.33 -8.11 10.65 0.27 

US19 8.06 11.33 -5.54 10.64 1.69 

US20 5.89 11.33 -3.99 10.81 -1.52 

US21 3.64 11.33 -5.60 10.69 -1.13 

US22 3.44 11.33 -3.91 10.69 -0.52 

US23 4.91 11.33 -2.64 10.71 2.01 

US24 3.78 11.03 -3.99 10.71 -2.01 

US25 2.03 10.39 -1.33 10.69 -0.19 

US26 3.12 10.33 -2.41 13.49 -0.07 

US27 2.36 11.19 -2.59 13.49 -0.04 

US28 1.85 14.00 -2.40 13.48 0.40 

US29 4.15 11.34 -3.60 10.68 -0.28 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-2 回目 

試験体：L＝2000 

US30 4.85 11.34 -2.21 10.68 0.20 

 

(財)建材試験センター
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表－6.6.2-9  ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 加振記号 

及び試験体記号 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

US01 － － － － － 

US02 －  －  －  －  －  

US03 －  －  －  －  －  

US04 －  －  －  －  －  

US05 －  －  －  －  －  

US06 －  －  －  －  －  

US07 －  －  －  －  －  

US08 －  －  －  －  －  

US09 －  －  －  －  －  

US10 －  －  －  －  －  

US11 －  －  －  －  －  

US12 －  －  －  －  －  

US13 －  －  －  －  －  

US14 －  －  －  －  －  

US15 －  －  －  －  －  

US16 
－  －  －  －  －  

US17 
－  －  －  －  －  

US18 
－  －  －  －  －  

US19 
－  －  －  －  －  

US20 
－  －  －  －  －  

US21 
－  －  －  －  －  

US22 
－  －  －  －  －  

US23 
－  －  －  －  －  

US24 
－  －  －  －  －  

US25 
－  －  －  －  －  

US26 
－  －  －  －  －  

US27 
－  －  －  －  －  

US28 
－  －  －  －  －  

US29 
－  －  －  －  －  

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

試験体：L=1000 

US30 
－  －  －  －  －  

（注）試験体：L=1000 では，SWEEP 波加振を行っていない。 

(財)建材試験センター
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表－6.6.2-10  ログ材間の相対水平方向変位最大値の一覧  

正の最大 負の最大 加振記号 

及び試験体記号 

記号 

変位 

mm 

時刻 

sec 

変位 

mm 

時刻 

sec 

残留変位 

mm 

US01 7.67 120.93 -7.52 117.67 -1.26 

US02 7.96 120.94 -7.96 117.65 1.77 

US03 5.82 120.94 -6.29 117.67 -0.15 

US04 21.60 120.94 -6.85 120.43 2.71 

US05 17.41 120.96 -11.64 117.67 4.59 

US06 8.73 120.97 -2.01 117.67 1.36 

US07 9.84 120.96 -2.32 117.67 1.94 

US08 13.25 120.95 -10.26 120.43 -2.32 

US09 11.72 120.96 -12.77 120.43 -3.02 

US10 5.81 120.96 -0.89 117.67 2.68 

US11 14.87 120.98 -10.27 120.44 0.92 

US12 24.61 123.01 -25.27 120.44 1.59 

US13 15.49

＊１

 120.65 -35.60 120.38 － 

US14 8.13 120.99 -7.19 120.45 -0.64 

US15 6.20 121.00 -6.61 120.45 0.42 

US16 10.27

＊２

 111.36 -1.51 110.05 － 

US17 10.39 122.01 -8.75 120.45 -0.47 

US18 7.24 121.00 -9.45 119.48 -1.74 

US19 6.25 121.03 -8.82 120.49 0.03 

US20 7.44 122.17 -3.61 121.32 2.70 

US21 5.07 121.15 -5.88 120.32 -1.73 

US22 4.16 121.15 -4.45 120.32 0.45 

US23 3.33 122.10 -5.29 120.49 -2.25 

US24 5.90 121.14 -2.66 120.43 0.64 

US25 1.70 121.23 -1.84 120.46 0.34 

US26 5.60 122.00 -3.46 120.46 0.46 

US27 6.65 122.00 -3.67 120.41 1.05 

US28 5.04 121.96 -6.02 121.47 -0.33 

US29 4.57 121.13 -5.22 121.48 -0.87 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

試験体：L=2000 

US30 3.48 120.15 -4.29 120.47 0.00 

（注）＊1：120.65sec 時，＊2：111.50sec 時，ゲージアウト 

(財)建材試験センター
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BCJ波レベルⅠ　33％

JMA神戸海洋波50％

JMA神戸海洋波100％－1回目

JMA神戸海洋波100％－2回目

(注)試験体：L=1000では，SWEEP波加振を行っていない。
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図－6.6.4-1  すだれ壁：層せん断力－ログ壁の相対水平方向変位曲線  

（加振レベルの比較：試験体 L=1000） 

(財)建材試験センター

-176-



 

BCJ波レベルⅠ　33％

JMA神戸海洋波50％

JMA神戸海洋波100％－1回目

JMA神戸海洋波100％－2回目

(注)試験体：L=1000では，SWEEP波加振を行っていない。
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試験体記号：L=1000

 

 

図－6.6.4-2  端部壁：層せん断力－ログ壁の相対水平方向変位曲線  

（加振レベルの比較：試験体 L=1000） 

(財)建材試験センター
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BCJ波レベルⅠ　33％

JMA神戸海洋波50％

JMA神戸海洋波100％－1回目

JMA神戸海洋波100％－2回目

SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）
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試験体記号：L=2000

 

 

図－6.6.4-3  すだれ壁：層せん断力－ログ壁の相対水平方向変位曲線  

（加振レベルの比較：試験体 L=2000） 

(財)建材試験センター
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BCJ波レベルⅠ　33％

JMA神戸海洋波50％

JMA神戸海洋波100％－1回目

JMA神戸海洋波100％－2回目

SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）
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図－6.6.4-4  端部壁：層せん断力－ログ壁の相対水平方向変位曲線  

（加振レベルの比較：試験体 L=2000） 

(財)建材試験センター
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図－6.6.5-1  層せん断力－ログ水平変位曲線  

(財)建材試験センター
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図－6.6.5-2  層せん断力－ログ水平変位曲線  

(財)建材試験センター
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図－6.6.5-3  層せん断力－ログ水平変位曲線  
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６．７ ダボ軸力 

（１）試験体：掃き出し  

・表－6.7.1-1～表－6.7.1-5 に，ダボ軸力最大値の一覧を示す。 

 なお，ダボ軸力は，4 章 3 項で示したように，計測ひずみに校正係数を乗じて求めた値 

 である。  

・図－6.7.1 に，層せん断力（ΣQix）－ダボ軸力（Nd）曲線の加振レベルの比較を示す。 

・図－6.7.2-1～図－6.7.2-5 に，層せん断力（Qx）－ダボ軸力（Nd）曲線の掃き出し 

 開口と窓型開口による比較を示す。 

 なお，鋼製ダボ量 1.5 倍による試験体の比較である。 

・図－6.7.3 に，ダボ軸力（Nd）－ログ材間の相対上下方向変位（δu）曲線の加振レベル 

 の比較を示す。 

・図－6.7.4-1～図－6.7.4-5 に，ダボ軸力（Nd）－ログ材間の相対上下方向変位（δu） 

 曲線の掃き出し開口と窓型開口による比較を示す。 

 なお，鋼製ダボ量 1.5 倍による試験体の比較である。 
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表－6.7.1-1  ダボ軸力最大値の一覧  

正の最大 

加振記号 記号 

軸力 

kN 

時刻 

mm 

D01 3.4 22.22 

D02 2.1 21.45 

D03 2.5 21.45 

D04 1.1 13.12 

D05 1.5 21.45 

BCJ 波レベルⅠ 

33％ 

D06 0.8 22.22 

 

 

表－6.7.1-2  ダボ軸力最大値の一覧  

正の最大 

加振記号 記号 

軸力 

kN 

時刻 

mm 

D01 7.4 11.27 

D02 9.1 10.96 

D03 12.3 10.96 

D04 4.3 11.28 

D05 6.7 10.95 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

50％ 

D06 1.9 11.18 

 

 

 

 

 

(財)建材試験センター

-184-



 

表－6.7.1-3  ダボ軸力最大値の一覧  

正の最大 

加振記号 記号 

軸力 

kN 

時刻 

mm 

D01 20.0 12.42 

D02 18.7 9.97 

D03 29.4 9.97 

D04 12.3 12.42 

D05 19.4 10.05 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-1 回目 

D06 5.5 9.98 

 

 

表－6.7.1-4  ダボ軸力最大値の一覧  

正の最大 

加振記号 記号 

軸力 

kN 

時刻 

mm 

D01 23.5 10.64 

D02 11.5 10.97 

D03 12.2 10.95 

D04 14.3 10.64 

D05 23.1 11.04 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-2 回目 

D06 5.0 11.05 
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表－6.7.1-5  ダボ軸力最大値の一覧  

正の最大 

加振記号 記号 

軸力 

kN 

時刻 

mm 

D01 28.3 119.49 

D02 6.4 120.86 

D03 12.0 122.46 

D04 16.0 119.50 

D05 7.1 122.01 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

D06 6.5 121.44 
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BCJ波レベルⅠ　33％

JMA神戸海洋波50％

JMA神戸海洋波100％－1回目

SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）

JMA神戸海洋波100％－2回目

試験体記号：掃き出し

（注）１．層せん断力及び層間変形角の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.7.1  層せん断力－ダボ軸力曲線  

（加振レベルの比較） 
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掃き出し開口

窓型開口

試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：BCJ波レベルⅠ　33％

（注）１．層せん断力及び層間変形角の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.7.2-1  層せん断力－ダボ軸力曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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掃き出し開口

窓型開口

試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：JMA神戸海洋波50％

（注）１．層せん断力及び層間変形角の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.7.2-2  層せん断力－ダボ軸力曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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掃き出し開口

窓型開口

試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：JMA神戸海洋波100％－1回目

（注）１．層せん断力及び層間変形角の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.7.2-3  層せん断力－ダボ軸力曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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掃き出し開口

窓型開口

試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：JMA神戸海洋波100％－2回目

（注）１．層せん断力及び層間変形角の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.7.2-4  層せん断力－ダボ軸力曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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掃き出し開口

窓型開口

試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）

（注）１．層せん断力及び層間変形角の符号は，本紙面中の立面図の

       　 左から右向き方向が（＋）となっている。
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図－6.7.2-5  層せん断力－ダボ軸力曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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BCJ波レベルⅠ　33％

JMA神戸海洋波50％

JMA神戸海洋波100％－1回目

SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）

JMA神戸海洋波100％－2回目

試験体記号：掃き出し
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図－6.7.3  ダボ軸力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（加振レベルの比較） 

(財)建材試験センター
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掃き出し開口

窓型開口

試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：BCJ波レベルⅠ　33％
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図－6.7.4-1  ダボ軸力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 
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掃き出し開口

窓型開口

試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：JMA神戸海洋波50％
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図－6.7.4-2  ダボ軸力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 
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掃き出し開口

窓型開口

試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：JMA神戸海洋波100％－1回目
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図－6.7.4-3  ダボ軸力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 
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掃き出し開口

窓型開口

試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：JMA神戸海洋波100％－2回目
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図－6.7.4-4  ダボ軸力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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掃き出し開口

窓型開口

試験体　：掃き出し開口と窓型開口（鋼製ダボ量が1.5倍の場合）

加振波形：SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）
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図－6.7.4-5  ダボ軸力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（掃き出し開口と窓型開口の比較） 

(財)建材試験センター
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（２）試験体：L=1000 及び L=2000（すだれ壁による試験体） 

・表－6.7.2-1～表－6.7.2-5 に，ダボ軸力最大値の一覧を示す。 

 なお，ダボ軸力は，4 章 3 項で示したように，計測ひずみに校正係数を乗じて求めた値 

 である。  

・図－6.7.5-1 及び図－6.7.5-2 に，層せん断力（ΣQx）－ダボ軸力（Nd）曲線の加振 

 レベルの比較を示す。 

・図－6.7.6-1 及び図－6.7.6-2 に，ダボ軸力（Nd）－ログ材間の相対上下方向変位（δu） 

 曲線を示す。 

(財)建材試験センター
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表－6.7.2-1  ダボ軸力最大値の一覧  

正の最大 

加振記号 記号 

軸力 

kN 

時刻 

mm 

D01 2.6 25.45 

D02 2.6 25.25 

D03 2.8 25.25 

D04 3.7 25.45 

D05 4.0 25.45 

D06 2.7 25.25 

D07 3.3 25.25 

D08 0.9 25.44 

D09 1.2 25.25 

BCJ 波レベルⅠ 

33％ 

試験体：L=1000 

D10 2.3 25.46 

D01 0.0 0.00 

D02 0.6 21.43 

D03 2.5 21.42 

D04 2.3 17.38 

D05 1.4 17.38 

D06 1.1 21.43 

D07 1.4 21.43 

D08 0.3 13.09 

D09 0.7 21.43 

BCJ 波レベルⅠ 

33％ 

試験体：L=2000 

D10 0.5 17.38 

 

(財)建材試験センター
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表－6.7.2-2  ダボ軸力最大値の一覧  

正の最大 

加振記号 記号 

軸力 

kN 

時刻 

mm 

D01 10.8 11.31 

D02 12.1 10.99 

D03 12.7 10.98 

D04 11.9 11.31 

D05 10.5 11.31 

D06 10.7 10.98 

D07 7.8 10.98 

D08 1.9 11.93 

D09 10.1 10.99 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

50％ 

試験体：L=1000 

D10 8.2 11.32 

D01 0.0 0.00 

D02 5.9 10.97 

D03 7.7 10.97 

D04 6.7 11.30 

D05 3.5 11.28 

D06 6.4 10.95 

D07 7.6 10.97 

D08 2.0 11.29 

D09 9.4 10.96 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

50％ 

試験体：L=2000 

D10 2.3 11.30 

 

(財)建材試験センター
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表－6.7.2-3  ダボ軸力最大値の一覧  

正の最大 

加振記号 記号 

軸力 

kN 

時刻 

mm 

D01 25.1 12.47 

D02 20.8 9.97 

D03 32.0 10.07 

D04 21.5 12.47 

D05 22.8 12.47 

D06 22.1 10.07 

D07 24.1 10.11 

D08 8.1 10.04 

D09 23.7

＊

 10.01 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-1 回目 

試験体：L=1000 

D10 17.5 12.47 

D01 0.0 0.00 

D02 17.8 10.07 

D03 15.5 10.08 

D04 10.1 12.45 

D05 6.5 12.44 

D06 13.3 10.07 

D07 16.2 10.06 

D08 7.3 10.04 

D09 24.2 9.99 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-1 回目 

試験体：L=2000 

D10 9.1 12.44 

     （注）＊：10.32sec 時ゲージアウト 

(財)建材試験センター
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表－6.7.2-4  ダボ軸力最大値の一覧  

正の最大 

加振記号 記号 

軸力 

kN 

時刻 

mm 

D01 29.5 10.70 

D02 4.4 11.12 

D03 31.7 11.18 

D04 23.8 10.66 

D05 25.3 10.67 

D06 21.1 11.22 

D07 26.1 11.19 

D08 9.1 10.74 

D09 6.7 11.08 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-2 回目 

試験体：L=1000 

D10 20.6 10.72 

D01 0.0 0.00 

D02 22.1 11.08 

D03 22.3 11.13 

D04 12.8 10.66 

D05 7.6 10.69 

D06 14.8

＊

 11.02 

D07 18.6 11.03 

D08 10.0 11.04 

D09 － － 

JMA 神戸海洋波 

（NS 成分） 

100％-2 回目 

試験体：L=2000 

D10 12.8 10.68 

     （注）＊：11.37sec 時ゲージアウト 

 

(財)建材試験センター
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表－6.7.2-5  ダボ軸力最大値の一覧  

正の最大 

加振記号 記号 

軸力 

kN 

時刻 

mm 

D01 － － 

D02 － － 

D03 － － 

D04 － － 

D05 － － 

D06 － － 

D07 － － 

D08 － － 

D09 － － 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

試験体：L=1000 

D10 － － 

D01 0.0 0.00 

D02 13.7 120.97 

D03 10.1 120.96 

D04 10.9

＊1

 116.81 

D05 14.7 121.47 

D06 － － 

D07 6.7

＊２

 120.97 

D08 11.7 121.42 

D09 － － 

SWEEP 波 

400Gal 

（6Hz→1Hz） 

試験体：L=2000 

D10 16.5 120.44 

    （注）1.試験体：L＝1000 では，SWEEP 波加振を行っていない。 

       2.＊1：118.73sec 時，＊2：122.15sec 時，ゲージアウト 

 

(財)建材試験センター
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試験体記号：L=1000

（注）層せん断力及び層間変位の符号は，

     本紙面中の立面図の左から右向き方向が

    （＋）となっている。

BCJ波レベルⅠ　33％

JMA神戸海洋波50％

JMA神戸海洋波100％－1回目

JMA神戸海洋波100％－2回目

(注)試験体：L=1000では，SWEEP波加振を行っていない。
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図－6.7.5-1  層せん断力－ダボ軸力曲線  

（加振レベルの比較） 

 

(財)建材試験センター
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試験体記号：L=2000

（注）層せん断力及び層間変位の符号は，

     本紙面中の立面図の左から右向き方向が

    （＋）となっている。

BCJ波レベルⅠ　33％

JMA神戸海洋波50％

JMA神戸海洋波100％－1回目

JMA神戸海洋波100％－2回目

SWEEP波400Gal（6Hz→1Hz）
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図－6.7.5-2  ダボ軸力－ダボ軸力曲線  

（加振レベルの比較） 

(財)建材試験センター
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試験体記号：L=1000

（注）層せん断力及び層間変位の符号は，

     本紙面中の立面図の左から右向き方向が

    （＋）となっている。

BCJ波レベルⅠ　33％

JMA神戸海洋波50％

JMA神戸海洋波100％－1回目

JMA神戸海洋波100％－2回目

(注)試験体：L=1000では，SWEEP波加振を行っていない。
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図－6.7.6-1  ダボ軸力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（加振レベルの比較） 

 

 

(財)建材試験センター
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試験体記号：L=2000

（注）層せん断力及び層間変位の符号は，

     本紙面中の立面図の左から右向き方向が

    （＋）となっている。

BCJ波レベルⅠ　33％
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JMA神戸海洋波100％－1回目

JMA神戸海洋波100％－2回目
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図－6.7.6-2  ダボ軸力－ログ材間の相対上下方向変位曲線  

（加振レベルの比較） 

 

(財)建材試験センター
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７． 特定時刻時の各分布 

（１）試験体：掃き出し  

 以下，JMA 神戸海洋波加振を取り上げ，①ログ材間の相対上下方向変位，②ログ材間の

相対水平方向変位，③ダボ軸力について，特定時刻の分布図を示す。ただし②の相対水平

方向変位は，下段から順次，相対水平方向変位を累加した累加ログ水平変位で示している。 

 なお，掃き出し開口と窓型開口による比較を兼ねて，鋼製ダボ量 1.5 倍による試験体も

示した。ここで，各分布図の凡例は，層せん断力－層間変位曲線中に示した凡例の時刻と

対応している。その際，特定時刻とは，各加振時での最大層間変形角が得られた主要なル

ープを取り上げ，その曲線中の任意の点（原則，0.02sec ごとに合計 10 点分）をいう。 

  

 

（ａ）JMA 神戸海洋波(NS 成分)50％ 

・図－7.1.1 及び図－7.1.2 に，ログ材間の相対上下方向変位について示す。 

・図－7.2.1 及び図－7.2.2 に，ログ材間の相対水平方向変位について示す。 

・図－7.3.1 及び図－7.3.2 に，ダボ軸力について示す。 

 

（ｂ）JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％－1 回目 

・図－7.4.1 及び図－7.4.2 に，ログ材間の相対上下方向変位について示す。 

・図－7.5.1 及び図－7.5.2 に，ログ材間の相対水平方向変位について示す。 

・図－7.6.1 及び図－7.6.2 に，ダボ軸力について示す。 

 

（ｃ）JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％－2 回目 

・図－7.7.1 及び図－7.7.2 に，ログ材間の相対上下方向変位について示す。 

・図－7.8.1 及び図－7.8.2 に，ログ材間の相対水平方向変位について示す。 

・図－7.9.1 及び図－7.9.2 に，ダボ軸力について示す。 

(財)建材試験センター
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図－7.1.1  特定時刻時の分布（ログ材間の相対上下方向変位） 

(財)建材試験センター
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図－7.1.2  特定時刻時の分布（ログ材間の相対上下方向変位）

(財)建材試験センター
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　第1象限における代表的な２つのループによる

　　　　層せん断力－層間変位関係　
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図－7.2.1  特定時刻時の分布（ログ材間の相対水平方向変位） 

(財)建材試験センター
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　第1象限における代表的な２つのループによる

　　　　層せん断力－層間変位関係　

試験体記号：窓型
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図－7.2.2  特定時刻時の分布（ログ材間の相対水平方向変位）

(財)建材試験センター
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　第1象限における代表的な２つのループによる

　　　　層せん断力－層間変位関係　

試験体記号：掃き出し
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図－7.3.1  特定時刻時の分布（ダボ軸力） 

(財)建材試験センター
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　第1象限における代表的な２つのループによる

　　　　層せん断力－層間変位関係　

試験体記号：窓型
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図－7.3.2  特定時刻時の分布（ダボ軸力） 

(財)建材試験センター
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　　　　層せん断力－層間変位関係　
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図－7.4.1  特定時刻時の分布（ログ材間の相対上下方向変位） 

(財)建材試験センター
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　第1象限における代表的な２つのループによる

　　　　層せん断力－層間変位関係　
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図－7.4.2  特定時刻時の分布（ログ材間の相対上下方向変位）

(財)建材試験センター
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　第1象限における代表的な２つのループによる

　　　　層せん断力－層間変位関係　
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図－7.5.1  特定時刻時の分布（ログ材間の相対水平方向変位） 

(財)建材試験センター
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　第1象限における代表的な２つのループによる
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図－7.5.2  特定時刻時の分布（ログ材間の相対水平方向変位）

(財)建材試験センター

-219-



 

－２００ ０ ２００ ４００ ６００ ８００

０

２０

４０

６０

８０

１００

層間変位　δx(mm)

層
せ

ん
断

力
　

Q
x
(
k
N
)

　第1象限における代表的な２つのループによる

　　　　層せん断力－層間変位関係　

試験体記号：掃き出し
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図－7.6.1  特定時刻時の分布（ダボ軸力） 

(財)建材試験センター
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　第1象限における代表的な２つのループによる

　　　　層せん断力－層間変位関係　

試験体記号：窓型
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図－7.6.2  特定時刻時の分布（ダボ軸力） 

(財)建材試験センター
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　第1象限における代表的な２つのループによる

　　　　層せん断力－層間変位関係　

試験体記号：掃き出し
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図－7.7.1  特定時刻時の分布（ログ材間の相対上下方向変位） 

(財)建材試験センター
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　第1象限における代表的な２つのループによる

　　　　層せん断力－層間変位関係　

試験体記号：窓型
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0

-4

20

0

-4

20

 

図－7.7.2  特定時刻時の分布（ログ材間の相対上下方向変位）

(財)建材試験センター
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　第1象限における代表的な２つのループによる

　　　　層せん断力－層間変位関係　
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図－7.8.1  特定時刻時の分布（ログ材間の相対水平方向変位） 

(財)建材試験センター
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　第1象限における代表的な２つのループによる

　　　　層せん断力－層間変位関係　
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図－7.8.2  特定時刻時の分布（ログ材間の相対水平方向変位）

(財)建材試験センター
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　第1象限における代表的な２つのループによる

　　　　層せん断力－層間変位関係　
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図－7.9.1  特定時刻時の分布（ダボ軸力） 

(財)建材試験センター
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　第1象限における代表的な２つのループによる

　　　　層せん断力－層間変位関係　

試験体記号：窓型
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図－7.9.2  特定時刻時の分布（ダボ軸力） 

 

 

(財)建材試験センター
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（２）試験体：L=1000 及び L=2000（すだれ壁による試験体） 

 以下，JMA 神戸海洋波加振を取り上げ，①ログ材間の相対上下方向変位，②ログ材間の

相対水平方向変位，③ダボ軸力について，特定時刻の分布図を示す。ただし②の相対水平

方向変位は，下段から順次，相対水平方向変位を累加した累加ログ水平変位で示している。 

 なお，掃き出し開口と窓型開口による比較を兼ねて，ダボ量 1.5 倍による試験体も示し

た。 

 ここで，各分布図の凡例は，層せん断力－層間変位曲線中に示した凡例の時刻と対応し

ている。 

 

 

（ａ）JMA 神戸海洋波(NS 成分)50％ 

・図－7.10.1 及び図－7.10.2 に，ログ材間の相対上下方向変位について示す。 

・図－7.11.1 及び図－7.11.2 に，ログ材間の相対水平方向変位について示す。 

・図－7.12.1 及び図－7.12.2 に，ダボ軸力について示す。 

 

（ｂ）JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％－1 回目 

・図－7.13.1 及び図－7.13.2 に，ログ材間の相対上下方向変位について示す。 

・図－7.14.1 及び図－7.14.2 に，ログ材間の相対水平方向変位について示す。 

・図－7.15.1 及び図－7.15.2 に，ダボ軸力について示す。 

 

（ｃ）JMA 神戸海洋波(NS 成分)100％－2 回目 

・図－7.16.1 及び図－7.16.2 に，ログ材間の相対上下方向変位について示す。 

・図－7.17.1 及び図－7.17.2 に，ログ材間の相対水平方向変位について示す。 

・図－7.18.1 及び図－7.18.2 に，ダボ軸力について示す。 

(財)建材試験センター
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図－7.10.1  特定時刻時の分布（ログ材間の相対上下方向変位） 

(財)建材試験センター
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　ログ材間の相対上下方向変位分布(単位：mm)　
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加振波形　：JMA神戸海洋波(NS成分)50％
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図－7.10.2  特定時刻時の分布（ログ材間の相対上下方向変位）
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図－7.11.1  特定時刻時の分布（ログ材間の相対水平方向変位） 

(財)建材試験センター
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図－7.11.2  特定時刻時の分布（ログ材間の相対水平方向変位）

(財)建材試験センター
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図－7.12.1  特定時刻時の分布（ダボ軸力） 

(財)建材試験センター
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　　　　層せん断力－層間変位関係　

　ダボの軸力分布(単位：kN)　

試験体記号：L=2000

加振波形　：JMA神戸海洋波(NS成分)50％

0

-2

10

0

-2

10

 

図－7.12.2  特定時刻時の分布（ダボ軸力） 

(財)建材試験センター
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図－7.13.1  特定時刻時の分布（ログ材間の相対上下方向変位） 

(財)建材試験センター
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図－7.13.2  特定時刻時の分布（ログ材間の相対上下方向変位）

(財)建材試験センター
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図－7.14.1  特定時刻時の分布（ログ材間の相対水平方向変位） 

(財)建材試験センター
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図－7.14.2  特定時刻時の分布（ログ材間の相対水平方向変位）

(財)建材試験センター
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図－7.15.1  特定時刻時の分布（ダボ軸力） 

(財)建材試験センター
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図－7.15.2  特定時刻時の分布（ダボ軸力） 

(財)建材試験センター
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図－7.16.1  特定時刻時の分布（ログ材間の相対上下方向変位） 

(財)建材試験センター
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図－7.16.2  特定時刻時の分布（ログ材間の相対上下方向変位）

(財)建材試験センター
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図－7.17.1  特定時刻時の分布（ログ材間の相対水平方向変位） 

(財)建材試験センター
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図－7.17.2  特定時刻時の分布（ログ材間の相対水平方向変位）

(財)建材試験センター
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図－7.18.1  特定時刻時の分布（ダボ軸力） 

(財)建材試験センター
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図－7.18.2  特定時刻時の分布（ダボ軸力） 
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